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妹以上、恋人未満!?
～過保護な幼なじみは私にだけ甘い～
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「おはようございます」

　私は事務所のドアを開けると、パソコンに向かって作業をしている二人に挨拶をする。

　金曜日の十三時。お昼の時間帯に、おはようございますという挨拶はおかしいかもしれない。けれど、前職で時差出勤していた人たちは、昼夜を問わず仕事始めにする挨拶は『おはよう』だった。そのせいか、こんにちはよりもしっくりくると思うし、私の雇い主たちもそのことについて何も言わないからそのまま通している。

　入力作業に集中しているのか、返事はない。私は二人の邪魔にならないよう、自分の机の上に視線を向けた。

　そこには開封された郵便物の封筒に、振り込みよろしくと書かれた付箋のメモがくっつけて置かれている。他にも切手を貼ってポストに投函しなければならない書類がまとめて置かれていた。今日は外回りの日になりそうだと思った私は、鍵のかかる書棚の中に置かれた金庫から小口現金と銀行の通帳、印鑑に手を伸ばした。

　事務所内に、カタカタとパソコンのキーボードを入力する音が響き渡る。

　ここは、オフィス街から少し離れた雑居ビルの二階にある『森原もりはら企画』の事務所だ。部屋は壁の仕切りがないワンフロアで、応接室や給湯室は、パーティションや書棚などを使ってうまく空間を分割している。

　最近起業したばかりのこの会社に、私木崎きざきら・な・は週三日、短時間アルバイトの雑用係として採用されたばかりだ。

　会社といっても私の雇用主で幼馴染み、織原おりはら智哉ともやと、智哉くんの友人米森よねもり理生りおが共同経営で立ち上げ、今のところ従業員はバイトの私だけという超零細企業だ。

　会社の業務は、国内でも大手のＩＴ企業『ＯＲＩＨＡＲＡオリハラ』がリリースしているＳＮＳ内のシステムメンテナンスで、米森さんはＳＥことシステムエンジニア、智哉くんはプログラマーである。会社を立ち上げるに当たり、事務や経理といった細々としたことに関しては二人とも専門外とのことで、このアルバイトは智哉くんと同い年で私の姉である一花いちかを通じて声をかけられた。




　短大を卒業した私は、卒業後すぐに一度就職したけれど、その会社はいわゆるブラック企業と呼ばれるところだった。

　何度目かの就職氷河期で新規採用枠は本当に狭き門、私以外の友達も苦戦しており、それまでの就活は全て不採用通知ばかり届いていた。そんな中、唯一採用通知が届いた会社に飛びつかないわけがない。そこは『圧倒的な成長！』『少数精鋭』『幅広く経験を積める』と謳った家電製品の部品製造を行う会社の孫請け企業で、本当に小さなところだった。

　当時はこれらの謳い文句を、ブラック企業がよく使う肯定の言い換え言葉だなんて気付かなかった。そして周囲も誰一人として忠告してくれることもなかったため、私はそれを言葉通り素直に受け取り、希望を抱いて入社した。

　けれどいざ入社してみれば、人がいないから何もかも自分でやらなければならず、結果いいようにこき使われた。

　とにかく人件費削減で、最低限の人員で業務をこなすから、仕事を翌日へ持ち越さないために毎日残業は当たり前。一般事務で採用されたはずなのに、製品の検品をする人手が足りないからと、毎日のように業務外の仕事をすることが多かった。給与の中に、固定残業代と銘打った項目があったけど、支給額も僅かなものだ。それを受給しているせいで、正規の残業代なんてもらったことすらない。そのくせ賞与なんて微々たるもので、社長が私腹を肥やしているのは従業員みんなが知っている。

　こんな会社すぐに辞めたいと何度も思ったけれど、新社会人としてすぐ退職すると転職した時に不利かと思い、一年は我慢しようと頑張った。一年我慢した次の年、退職したい旨を社長に告げるも石の上にも三年と諭され、ズルズルと仕事を続ける羽目になった。

　いい加減自分から動きださなければ、いつまで経っても状況は変わらない。だから私はスマホで転職サイトをチェックしては、気になる企業をチェックすることが習慣となった。けれど転職サイトで魅力的な企業を見かけたとしても、退職の目途が立たないことには話にならず、社長も私を含む他の従業員も辞めさせる気なんてないから、ギリギリの人員のまま求人広告を出すことすらしない。結果、私から身動きを取ることができない状態だ。

　途中から転職することは諦めて、年数をこなせば仕事も要領よくこなせるかと思っていたけれど、全くそんなことなかった。いつだって、手が空いたならこれやってと、次から次へと新しい仕事が舞い込んでくる。そうして自分で自分の首を絞めていくのが分かっていても、誰も救いの手を伸ばしてくれることはない。

　入社して五年目の春、ついに私の身体は限界を超え仕事中に倒れてしまった。ここでようやく、医師からドクターストップの診断書を書いてもらい、晴れて退職の運びとなった。

　会社側は、休職して元気になったら復帰をと何度も私に働きかけてきた。それまでにも何度か退職したいことを社長に直談判し続けてきたけれど、いつもうまく言いくるめられ、結果がこれだ。

　これまでの経緯をそばで見ていた私の家族――主に姉が智哉くんに相談し、これ以上の労働を私に強いるなら労働基準監督署へ訴えると言って、ようやく退職届を受理してもらえることとなった。

　病院で療養しながら、それまでのことを振り返ると……

　有給休暇は法律で定められているのに、体調不良以外で取らせてもらったことはなく、下手したら休日も無給で出勤していたこともあった。これはこの企業独自の体制で、これが当たり前のように受け入れられていた。そのせいで、必然的に消化できなかった有給休暇は、失効しても誰一人として文句を言う人がいなかった。今さらながら、これまでよくぞ退職していった先輩たちに訴えられることなくやり過ごせたものだと呆れてしまう。

　退院してから自宅療養期間中、それまでの残業代や退職金、入院見舞金など支払い手続きのやり取りも、なんだかんだと理由をつけてズルズルと渋られていた。けれどある日を境に手続きがスムーズに進み、私は会社に顔を出すことなく、気がつけば全て終わっていた。後に姉から、智哉くんが間に入って、会社とのやり取りを進めてくれたのだと聞いた。

　そんな智哉くんが、ＯＲＩＨＡＲＡの子会社として新会社を設立したという話を姉から聞かされたのは、つい最近のことだ。そして私に、まずはアルバイト事務員として一緒に仕事をしないかと声をかけられたのだった。姉伝いの話だから詳細はわからないけれど、会社を退職する際お世話になった智哉くんの頼みとあれば、断るに断れない。会社を退職して、失業給付金も受給期間が終わり、そろそろ体調と相談して仕事を探さなきゃなと思っていた矢先のことだった。

　改めて智哉くんから連絡をもらった私は、詳しい話を聞くため、この事務所へとやってきた。

　履歴書を持参するようにと言われ、私は何年振りかのリクルートスーツに袖を通し、私の上司になるかも知れない智哉くんと米森さんの三人で面接をした。

　私が持参した履歴書の職務経歴に二人が目を通し、米森さんは言葉を選びながら私にいくつか質問した。

　私が仕事を辞めた経緯や退職してから今までのこと、就業するに当たり現在の体調や精神面で問題がないかを問われた。

　私は質問に全て答えると、続いて就業時の業務内容について説明を受けた。

　主に伝票整理や銀行、郵便局へのお使いといったもので、身体に負担がかかるようなものではない。業務もＯＲＩＨＡＲＡオリハラの下請けのみで、仕事はこちらから営業をかけるから来客はほぼ皆無、強いて言えば、郵便物や宅配便の受け取りくらいだ。経理も今はＯＲＩＨＡＲＡ本社が取りまとめて行っているとのことで、月に一度、伝票類を整理して発送すると聞かされ、驚きを隠せない。

　これくらいなら全然問題ない、と言うか、この程度でバイト代をもらっていいのかと逆にこちらが恐縮してしまう内容だ。

　ブラック企業で息つく間もなく働いていただけに、話を聞いてびっくりした。これは私を雇うまでもなく、智哉くんや米森さんがちょっとだけ時間を確保すればできることだった。これは人件費の無駄遣いじゃないのかと、逆に私が心配になって口にしたくらいだ。

　けれど、智哉くんは譲らない。

「事務処理に取られる時間がもったいない。プログラミングに集中している時に作業を中断すると、二度手間になる」

　智哉くんはそう言って、米森さんにも同意を求めた。

「立ち上げたばかりの会社だから、収入も安定してないし、時給も最低限の金額しか出せない。短時間勤務になるけど、時間を持て余すなら、その時間は読書や資格の勉強とか好きに過ごしてくれていい。できれば長く勤めてもらいたいから、会社の経営状況が上向けば、バイトから正社員登用も考えている。良ければお願いできないかな」

　二人からここまで言われた上に頭を下げられると、さすがに嫌とは言えないだろう。こうして私はここでアルバイトすることが決まったのだった。

　まずは私の身体慣らしからとのことで、週三日、一日三時間の短時間労働を提案され、面食らったのは記憶に新しい。

　こういったやり取りがあり、今に至る。




　面接時に聞いた通り、短時間労働だから時間内にやるべきことを、段取り良くこなさなければならない。銀行回りや郵便局のお使いは窓口営業時間が決まっているため、その時間帯に済まさなければならない。なので、イレギュラーなことがない限り、私の勤務は月水金曜日の午後からとなった。

　そして今日は金曜日。私は机の上を整理して、二人に声をかけた。

「銀行と郵便局、行ってきます」

「おー、気を付けてな」

「行ってらっしゃい」

　私の声に、作業しながらも返事してくれた。

　今開発中のアプリは、納期が明日で、二人ともパソコン画面から目線を逸らさない。プログラミングに関して私は全然わからないけれど、作業途中に返事で集中力が途切れ、入力ミスしないかこっちがヒヤヒヤする。

　でも、私もここで仕事をする以上、自分の所在は明確にしなければと思う。

　採用が決まった時に連絡先を交換し、通話アプリでグループを作ってもらったので、最悪声かけせずとも何かあればこちらに入力すれば問題はない。けれど、あの調子では私が入力しても、気付いてくれるまでのタイムラグは絶対ある。なので、ホワイトボードの導入とか、近く提案してみようかと本気で思う。でも多分、それを使うのは私だけのような気がする……

　荷物をまとめると、私は事務所を後にした。
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　銀行や郵便局は、曜日や時間帯によって激混みするけれど、何もない平日は基本的に空いている。

　私は銀行のＡＴＭで振り込み手続きを済ませ、次いで郵便局へと向かった。

　郵便局の窓口で切手を購入し、投函を済ませると今日の用事は終了だ。

　スマホの時計で時間を確認すると、まだ十四時にもなっていない。思いの外早く仕事が片付いた。私が事務所へ戻ると、ちょうど一区切りついたのか、智哉くんが電気ポットでお湯を沸かしているところだった。

「おかえり、思ったより早かったな。らなもコーヒー飲むか？」

　智哉くんはそう言うと、棚へ手を伸ばし、私のマグカップを手に取った。森原に採用され、自分用のマグカップを用意するようにと言われ、初出勤の日に自宅から持参したものだ。

　淡いピンク色に小さな白猫のイラストがたくさん描かれたそれは、中学生になった私へ入学祝いにと智哉くんがお祝いに買ってくれたものだった。色も絵柄も私の好みそのもので、ひと目見て気に入った。だから大切なそのマグカップを壊してしまわないように、ずっと使わず自宅の机の中へ大切にしまい込んでいたのだ。

　このマグカップを見て智哉くんは無反応だったから、きっと私にこれをプレゼントしてくれたことなんて覚えていないだろう。

「あ……ただ今戻りました。銀行も、郵便局も今日はびっくりするくらい空いてたので。……と、お茶淹れるくらいなら私がやりますよ。座って待っていてください」

「ああ、気にするなって。俺も気分転換。らなをお茶汲み係にするため雇った訳じゃないんだから気にしなくていい。それより、ミルクと砂糖は？」

　智哉くんが一度こう言い始めたら、それを覆すことは難しい。私は素直に従うことにした。

「じゃあ……両方ともお願いします」

「ん、わかった。……もしコーヒーが得意じゃないなら、経費で紅茶や袋に入った粉ので色んな味があるやつ、買ってもいいぞ。来客用にも使えるだろうし。何てったっけ、あれ。あー……名前が出てこねぇ」

　もしかして、スティックコーヒーやフレーバーティーのことだろうか。

　智哉くんはこう言ってくれるけれど、この事務所に来客がほとんどないと先日聞かされたばかりだ。私に気を遣ってくれていることは充分に伝わってくる。けれど、それがなんだか申し訳なくて、つい可愛くない言葉が口から出てしまう。

「フレーバーティーですよね？　自分の分は今度自宅から持ってきますね」

「そう、それ！　……って、わざわざ自宅から持ってくる必要はないぞ？　俺たちも疲れた時に甘いもの飲みたくなることだってあるんだから。なあ、理生？」

　智哉くんが米森さんに同意を求めると、米森さんはキーボードにタッチする手を止めて伸びをした。

「うん、智哉の言う通り、飲み物くらいで気を遣う必要はないよ。僕らだって甘いもの飲みたくなる時はしょっちゅうだし。ちなみに僕は、今がちょうどそのタイミング。木崎さん、来週の出勤時に何かお勧めのやつがあれば買ってきてくれる？　もちろん経費で落とすから、レシートも一緒に持ってきて」

　上司二人にここまで言われたら、もう何も言い返せない。

「わかりました。月曜日の出勤時に、何種類か買ってきますね」

　私の返事に二人が頷くと、そのタイミングで電気ポットのスイッチがカチンと音を立てた。どうやらお湯が沸いたようだ。

　智哉くんは三人分のインスタントコーヒーを淹れると、その全てに砂糖とミルクを投入している。そしてスプーンでかき混ぜると、私と米森さんの机の上に運んでくれた。

「熱いから火傷に気を付けろよ」

　智哉くんはそう言うと自分の席に就き、自分で淹れたインスタントコーヒーに口をつけた。マグカップから立ち込める湯気の向こう側に、智哉くんの姿が見えるのを、私は不思議な気持ちで眺めている。

　まさかこうして一緒に仕事をする日が来るなんて……

　私と智哉くんとは実家が近所で、小さい頃から家族ぐるみのお付き合いだ。それこそ、私が赤ん坊の頃の写真にも智哉くんが写り込んでいるから、付き合いは長い。

　私も物心がついたころには、智哉くんと姉が一緒にいるのが当たり前の生活で、ずっとこうして兄妹のように三人で過ごせるものだと思っていた。けれど、兄のように慕っていた智哉くんに対する気持ちは、いつしか恋心に変わっていた。

　五歳年上の智哉くんに恋心が芽生えたのは、たしか智哉くんが中学生になった年だ。

　それまで姉と智哉くんが通っていた小学校は私服だったので、初めて袖を通した中学校の制服姿を見た時に、ドキドキしたのがきっかけだった。

　小学生のころのように、制服姿の智哉くんに気安く声をかけていいものかと躊躇うくらい、当時の私には中学校という未知の世界へ進学する智哉くんに置いて行かれるのではないか、という不安を拭い切れなかった。どうしても追いつけない、追い越せない年齢差がそう思わせてしまう。それまで優しいお兄さんだった智哉くんが、手の届かない存在になってしまうのではないかと思った。

　事実、中学生になった智哉くんは部活動で毎日帰宅も遅く、土日も部活動に明け暮れる生活だ。高校生になってもそれは変わらない。加えて大学進学のために、学習塾にも通い始めると、ますます私との接点は遠のくばかりだ。

　でも私と違って姉の一花とはずっと交流が続いており、高校や学習塾も姉と同じところに通っていたおかげで、時々遠くから顔を見る程度には繋がりがあった。顔を合わせる機会があれば、元気かと声をかけてくれる。幼い私は、それだけで嬉しかった。

　年齢差を考えたら、ごく僅かな接点があるだけでも奇跡みたいなものだと思う。それだけに、智哉くんとこうやって一緒に仕事をすることになるだなんて、あの頃の私には想像すらつかなかった。

　過去のことを考えながらぼんやりしていると、眠そうな表情に見えたのだろう。智哉くんは昔のように私を子ども扱いする。

「らな、手元のコーヒーこぼすなよ。小腹も満たされて眠い時間帯だろうけど、さすがに就業時間中は寝るなよ」

　いつまで経っても、智哉くんにとって私は手のかかる『妹』でしかないのは、このやり取りで充分に思い知らされる。

「こぼしませんよ。って言うか、寝ませんし」

　智哉くんの言う通り、自宅で昼食をとってからの出勤だ。お腹は満たされているし、やらなければならない銀行回りや郵便局のお使いも終わらせているので、気が少し緩んでいた。

　前の職場と違い、私の仕事は今のところお使い程度なので、忙しさの度合いも比較にならない。智哉くんの会社でバイトを始めてまだ日は浅いけれど、前の会社と比べたら仕事はもちろんのこと、人間関係も天国みたいな職場だ。

　私はカフェオレと言っていいくらいにミルクがたっぷりと入れられたコーヒーを飲み干すと、今日、銀行や郵便局で支払いした経費の帳簿を入力した。

　それが済むとマグカップをシンクで洗い、布巾で水滴を拭き取り食器棚に片付ける。シンクの三角コーナーにかけられたネットには、二人がお昼に食べたのか、カップ麺の食べカスがあった。

　納期が近いせいで、二人ともここで毎日遅くまで作業しているのは知っている。けれど、食事はせめてコンビニのおにぎりやお弁当など、もう少し栄養のあるものを食べた方がいいのではと心配になる。

　忙しいと買い出しに行く時間が惜しいのか、いろいろな種類のカップ麺が棚の近くに置かれた段ボール箱の中にたくさん買い置きされてある。

　私は黙ってその残骸をゴミ箱に移した。

　することがなくなったので、私は机の上に置かれているノート型パソコンを開いた。転職時に役立ちそうな資格を身につけようと、通信教育を取り扱っている大手サイトの画面を検索する。

　ずっとここでバイトをする訳にはいかないことくらい、充分承知している。面接時に、就業時間内に空き時間があれば読書や通信教育を受講してもいいと言われていたこともあり、私にも取得できそうな資格を調べてみることにした。

　資格といってもいろいろあり、趣味の延長で楽しみながら取得できるものもあれば、実務的な国が認定する国家資格など、仕事をする上で給与にも影響のあるものや必須になるものなどとその振り幅は広い。

　短期間で取得できるものもあれば、取得後もその資格を更新するため継続的に勉強しなければならないものもある。

　資格取得にしても、私は将来何がやりたいのか……まずはそこからだろう。

　画面を見ながら、自分の将来について考えていると、あっという間に時間が溶けていく。気が付けばもう十六時、退勤の時間だった。

「らな、時間だぞ」

　智哉くんの声に、私は我に返った。

「あ、……はい。では、机の上を片付けたら、お先に失礼します」

　私はサイトを閉じると、ノートパソコンの電源を落とした。パソコンの画面を閉じると、ケーブルを邪魔にならないよう束ね、机の上を整理する。事務所内のゴミ箱を回収し、ゴミを一つにまとめた。

　ビルの裏手にテナント用のゴミ収集所があり、下の階に入っている飲食店や同じ階の事務所の人たちもそこを利用していると教わっていたのだ。だからそこにゴミを出して帰ろうと、自分の荷物を持って事務所の扉に手をかけたその時だった。

「あ、そうだ。らなは明日の夜、予定は空いてるか？」

　智哉くんから唐突に予定を聞かれた私は、咄嗟に返事ができないでいる。

　そんな私に、米森さんが智哉くんの言葉を補うように声を発した。

「今の仕事、納期が明日だから、夜にでも歓迎会を兼ねた食事会でもどうかと思って」

　米森さんの言葉に、智哉くんが大きく頷いている。

「えっと……明日の予定は特にないです。けど、その……歓迎会って……？」

　戸惑いが隠せず口ごもってしまう私に、智哉くんは笑いながら返事をした。

「納期の関係でちょっと遅くなったけど、らなも森原の一員なんだから、歓迎会をするのは当たり前だろう？　少しくらいなら酒も飲めるか？　飲めないなら飲めないで、無理しなくても全然大丈夫だからな」

「ちゃんと飲んだことないからわかりませんが、多分、ちょっとくらいなら……」

　智哉くんの問いに答えたけれど、実は自分自身でアルコールの許容範囲がわかっていない。

　お酒を飲むなんて、いつ振りだろう。

　学生の頃、合コンの人数合わせに二、三回呼ばれて参加したことはあった。けれど、当時の私は未成年だった。だから毎回ノンアルコールのドリンクでやり過ごしていた。

　その後二十歳になった時、姉がお祝いしてくれると言って、おしゃれなイタリアンレストランとバーに連れて行ってくれた。それまで自宅でもお酒を飲んだことがない私は、これが正真正銘アルコールデビューだ。

　四月になれば社会人になるからと、姉やバーテンダーが薦める度数の低いカクテルを飲んでみた。それはジュースみたいに美味しくて、お酒の飲み方を知らない私は思わず一気飲みしてしまい、その飲み口の良さについついお代わりまでしてしまった。

　イタリアンレストランでしっかりとご飯を食べていたけれど、初めてのお店で緊張していたせいか、すっかりアルコールと雰囲気に呑まれて酔ってしまったようだ。

　初めてのこと尽くしで楽しかったことは覚えていたけれど、翌朝目覚めると、自宅に帰ってからの記憶がないことに気付いた。

　後から姉に聞くと、帰宅してから眠るまで、ひたすら陽気にいろいろ喋っていたという。

　たしかに、お酒を飲んだ後は、いつもよりたくさん喋っていたような気がする。

　普段の私は、思っていることの半分も口に出せないくらい口下手で引っ込み思案だ。私のことを誰よりもわかっている姉がそこまで言うくらいだから、よっぽどすごかったのだろう。

　日頃寡黙な私がたくさん喋って、思っていることが知れて嬉しかった、また一緒に飲もうと姉は言ってくれたけれど、私は生まれて初めて記憶をなくしたことにショックを隠せないでいた。

　いつもそんな風に振る舞えばいいと姉は言う。けれど、お酒を飲み過ぎてまた記憶を飛ばした時のことを考えたら……もしかしたら、私が記憶をなくしたら面倒くさい酔っ払いになっているのではないかと思うと恐ろしくて、姉の言葉を素直に受け入れられないでいる。なので、今後外でお酒を飲むなら、自宅である程度飲む練習をしてからだと思った。

　でも、いざ自宅でお酒を飲もうと缶チューハイを買ってみても、お酒を飲み慣れていないせいで標準サイズ一本飲み切るにも私には量が多すぎた。情けないけれど、捨てるにはもったいないので数日に分けて飲んだ。

　そして短大を卒業してすぐ社会人になり、職場の歓迎会でお酒を勧められても「お酒は飲めない」と最初に宣言し、ひと口だけグラスに口をつけて後はソフトドリンクで誤魔化していた。社畜のように毎日残業をして帰宅も遅いせいで、自宅はおろか自宅外でもお酒を飲む余裕なんてなくなり、毎日疲れ果てていた。食欲よりも睡眠欲の方が勝り、帰宅するとすぐに風呂に入り、風呂から出るとそのまま寝落ちすることも少なくなかった。

　その後も新人が入社すると、毎年歓迎会だけは行われていた。けれど、それ以外で飲み会の話が持ち上がっても、残業だらけでそれどころではない。馬車馬のごとく働かされて、休日は泥のように眠る日々を送っていたせいで、結局のところ私がお酒をどのくらい飲めるのか、自分の許容量なんてわからない。

「ちょっとでも飲めるなら大丈夫かな。まあ、帰りは家まで送るから心配するな。時間と場所はまた明日、連絡するから。……と、悪い、電話だ」

　智哉くんはそう言うと、スマホを持って応接スペースへと向かった。仕事の話なら、私たちが雑談している声は通話の邪魔になる。

「あ、じゃあすみませんが、お先に失礼します」

　私の声に、米森さんがお疲れさんと送り出してくれた。

　私は、そのまま事務所を後にした。




　森原企画は、米森の森と織原の原、それぞれの苗字の下の文字を組み合わせたもので、面接の時に会社名の由来を聞いてなるほどなと思った。智哉くんの実家は『ＯＲＩＨＡＲＡ』という智哉くんのお父さんが起業したＩＴ企業で、智哉くんはそこでプログラマーとして働いていた。智哉くんには二歳年上のお兄さん、一哉かずやくんがいて、一哉くんがＯＲＩＨＡＲＡの後継者だ。

　大学を卒業した智哉くんがＯＲＩＨＡＲＡに就職したと聞いた時、いずれ一哉くんが社長になったら智哉くんが一哉くんの補佐的な仕事をするものだと思っていた。だから子会社を設立した時に、その会社の代表になることは想像がつく。けれど、ＯＲＩＨＡＲＡの名前を全面的に打ち出す会社名ではなく、しかも織原の血縁者ではない米森さんを共同代表に起用することに、驚きを隠せないでいた。

　森原は現在、ＯＲＩＨＡＲＡから受注された仕事をメインに請け負っている。

　ＯＲＩＨＡＲＡの子会社なら、ＯＲＩＨＡＲＡから専門職の人員を何人か引き抜いて起業すれば良かったのではないかと思う。けれど、ＯＲＩＨＡＲＡという大きな会社から子会社への転籍は、左遷だと捉えられかねない。それらは待遇面や収益面など、現在の従業員の不安を払拭してからのことだ。だからこそ、無職だった私にバイトの話が舞い込んできたのだと思う。

　事務員を採用するにあたり、社会復帰のリハビリをしようとしていた私の存在を思い出したのだろう。お互いの素性を知っているから、もしものことがあっても大丈夫という安心感。そして、私の事情も知っているからバイトしないかと声をかけやすい。

　でもそれは、私に直接言ってくることはなく、全て姉経由での話だった。そう、私たちは森原に採用されるまで、お互いの連絡先を知らなかったのだ。

　それまで接点がほとんどなかったので、仕方ないことと言われたらそれまでだ。でもこういったやり取りが両親経由ではなく、姉経由だと聞いただけで、今でも姉と智哉くんが親密な関係だということは一目瞭然である。

　そういえば私が倒れて入院中、会社との間に入ってやり取りをしてくれたのは智哉くんだけれど、その智哉くんと連絡を取り合っていたのもやっぱり姉だった。

　学生の頃から、姉と智哉くんは付き合っているのかとよく噂になっていた。

　智哉くんは昔から見た目が芸能人みたいに格好良くて、気さくで老若男女問わず優しく、幼かった私にはまるで王子さまみたいに見えた。そして姉も、そんな智哉くんの隣に並んでも見劣りがしないくらい綺麗で、そんな見た目とは真逆の世話焼きな性格というギャップにみんなが惹かれていた。

　智哉くんのことを好きな女子や、智哉くんに好意を持っている人の妹や弟経由で、二人は付き合っているのかと探りを入れられたことも一度や二度ではない。姉に関しても同様だ。そのたびに、私は何と答えていいかわからず口ごもってしまい、即座に否定しないことが肯定だと認識され、交際しているという噂はさらに広まっていた。

　二人の交際を直接本人に問う強者もいたらしいけど、二人とも返事をあやふやにして、それを否定することはなかったという。社会人になった今でも二人は交流があり、相変わらず仲が良い。だから二人は今でも付き合っているのかも知れない。

　引っ込み思案なせいで、思っていることの半分も口に出せない私は、いつだって姉や智哉くんのお荷物だ。大好きな二人なのに、一緒にいると、いつだって比べられて卑屈になる。

　自信のなさから必然的に姿勢も悪く、いつだって下を向いて猫背気味だ。姉にも背筋を伸ばすようにとよく注意されるけれど、どうしても直らない。

　明日の歓迎会もせっかく納期明けなのに、きっと気を遣わせるだけで、智哉くんだけでなく米森さんも疲れるだろうな……

　私の足取りは、いつも以上に重かった。




「ただいま」

　玄関の鍵を開け、扉を開くと、そこにちょうど買い物へ出掛けようと三和土で靴を履いている母がいた。

「あ、お帰りなさい。これから夕飯の買い出しに行くんだけど、らな、何が食べたい？」

　買い物に行くと言っているから、きっと今晩の献立は決めているに違いない。けれど、こうして食べたいものを聞いてくれる母に食べたいものをリクエストしておけば、近日中それが食卓に並ぶことだろう。

「んー、そうだね。……じゃあ、お魚が食べたいかな」

「わかった。じゃあ、近く煮付けでも作ろうかしら」

「うん、よろしく。……あ、そうだ。明日の夜ね、智哉くんが歓迎会してくれるって」

　忘れないうちに、母に伝えなければと口にすると、母は笑顔で頷いた。

「あら、歓迎会があるのね。お父さんとお母さん、日曜日に美紀みきちゃんの結婚式で明日から広島に行くから、留守中火の元のチェックと戸締まりお願いね。明日は智哉くんに美味しいもの食べさせてもらいなさい」

　美紀ちゃんとは、母の弟の娘さんで、私たち姉妹の従姉にあたる。彼氏さんが広島出身とのことで、そちらで挙式披露宴を執り行うため、両親が参列することとなっていた。姉は昨日から九州に出張で、日曜日に帰宅すると言っていた。ならば明日の夜は、私一人だ。

　母はそう言って買い物に出掛けたので、私は扉を施錠して靴を脱ぎ、自分の部屋へと向かった。

　部屋に入ると自分の机の上に荷物を置き、ベッドに腰を下ろすとそのまま後ろに倒れるように横になった。

「歓迎会、か……」

　時間と場所は連絡をくれると言うけれど、姉と初めてお酒を飲みに行った時のように記憶を飛ばしてしまうのではと思うと、怖くていつも以上に口ごもってしまいそうだ。

　お酒を飲めば、勢いで真逆の性格が発動するであろうと想像できるだけに、絶対二人に迷惑をかけるに決まっている。やっぱりお酒は飲めないと言えば良かったと後悔しかない。

　いっそのこと、体調が悪いと言って歓迎会も遠慮したほうがいいかな……

　こんな時姉がいたらと思うけど、仮に姉に助けを求めたところで、姉は部外者だから歓迎会には参加はないだろう。

　断る理由を考えたところで何も思いつかないし、角が立っても悪いから、体調が良くないと言ってお酒を飲まなければいいか……

　ベッドに横たわっていると、瞼が段々と重くなっていく。

　私が眠っている間に買い物から帰宅した母に、夕飯の支度ができたと声をかけられて目覚めた。小一時間くらい眠っていたようだ。これ以上眠っていたら、夜眠れなくなる。眠気で重くなった身体を何とか起こし、部屋を後にした。

　ダイニングテーブルの上には、今日の夕飯がすでに配膳されている。今日のメインは、母の手作り餃子のようだ。サラダにたまごスープ、冷や奴が並んでいた。

　食事が終わり使った食器をシンクで洗い、食器棚へと片付けると、食後のお茶を飲むために電気ポットのスイッチを入れた。

　母は、明日の準備があるからと早々に部屋へ戻ったので、私一人がこの場に残っている。父はまだ仕事から帰宅していない。

　私は急須にほうじ茶の茶葉を入れ、お湯が沸くとそこにお湯を注いだ。茶葉が程よく開くくらい蒸らして湯呑みに注ぐと、ほうじ茶の香ばしい匂いが部屋に広がっていく。

　明日はもう、お酒は飲まないでいよう。

　少しだけと勧められても、事情を素直に言えば無理強いされないだろう。

　私は舌を火傷しないように気を付けながら、湯呑みに注いだほうじ茶を飲み干した。










第二章











　翌日の朝早く、両親は広島へと旅立った。

　せっかく広島へ行くなら、世界遺産に登録されている宮島に行って、牡蛎料理を堪能したいと話していた。加えて時間があれば、広島のお好み焼きも食べたいとも言っていたな。もはや両親は美紀ちゃんの結婚式より、観光がメインになっている感も否めない。

　二人を玄関先で見送った後、洗濯機の中に放り込まれている服を洗濯し、洗濯物を干し終えると昨夜母に言われたように戸締まりに意識を向けた。

　とりあえず家中の施錠を確認しようと、一箇所ずつ指差しと目視で確認する。全ての箇所を確認し終わると、自分の部屋へと戻った。

　机の上に置いていたスマホが、メッセージを受信している。もしかして、智哉くんかな……？　私はスマホに手を伸ばした。ロックを解除して画面を開くと、予想通り智哉くんからのメッセージで、内容は今日の歓迎会についてのことだった。

『今日の十八時、はるに集合』

　用件のみの素っ気ないメッセージに、私は思わず苦笑いだ。姉とはいつもどんな風にやり取りをしてるのかふと気になった。姉には可愛いスタンプとか押したりするのかな……

　姉に嫉妬しても仕方ない。きっと智哉くんは私のことなんて、幼馴染みで彼女の妹くらいにしか思ってないんだから。

　私は気持ちを切り替えて了解のスタンプを押すと、スマホを机の上に戻した。

　歓迎会までまだ時間はたくさんある。私はクローゼットの中から今日着用する洋服を選ぶことにした。




　十八時五十五分。私は『はる』にやってきた。はるは社畜時代、職場の歓迎会で一度訪れたことがある。雰囲気のいい創作居酒屋で、お料理も美味しかったと記憶している。

　元職場もここからそんなに離れておらず、もし知り合いと顔を合わせたら気まずいなと思ったけれど、職場環境が改善されていなければ今もまだみんな仕事中だろう。私は大きく深呼吸をすると、お店の引き戸に手をかけた。

　お店に入ると店員さんの元気な声に迎えられ、その声に圧倒されながらも、「織原か米森の名前で予約が入ってると思うんですが」と声をかけると、奥の席に案内された。そこにはもう二人とも揃っている。

「遅くなってすみません」

　私は頭を下げると、智哉くんは苦笑いを浮かべながら席をずれて隣に座るよう指を差した。

「遅くなって、って言ってもまだ指定した時間前だから気にするな。俺の横で悪いけど、ここ座れよ」

　私は頷いて智哉くんの隣に座った。二人ともここに到着して間もないのか、テーブルの上に置かれたグラスの水は、並々と注がれたままだ。

「何飲む？　腹は減ってる？」

　智哉くんが私と米森さんにもメニュー表が見やすいようにテーブルに広げながら尋ねた。

「もうお腹ペコペコです。今日は家に誰もいないから、お昼も適当に済ませちゃって……えっと、飲み物って、ソフトドリンクでも……」

「そっか、ならたくさん食べろよ。空きっ腹に酒は悪酔いするから、ジュースにするか？」

　智哉くんの気遣いが嬉しくて、私の頬が緩む。

「食べ物、何でも好きなもの頼んでいいぞ。遠慮はなしだからな」

　私も智哉くんの言葉に頷くと、ウーロン茶を頼むことにした。対面に座る米森さんは、メニュー表とにらめっこしている。飲み物はとっくに決めているのか、食べ物の書かれたページを舐めるように眺めている。

「僕と智哉は生でいいよな？　木崎さんは食べられないものってある？　もしあっても残していいからね。これ、ここからここまで全部頼むけどいい？」

　米森さんの豪快なオーダーに、私は驚いて目を丸くした。対する智哉くんはと言うと、全然驚いていない。

「おう、また足りなかったら追加すりゃいいさ。じゃあ店員呼ぶぞ。すみませーん！」

　智哉くんの声に、近くにいた店員さんが反応し、オーダーを取りにやって来た。米森さんが品物を頼み、取り皿もついでに少し多めに持って来てもらうよう、お願いしている。店員さんがオーダーを復唱し、米森さんがそれに頷くと、「オーダー入りました！」と大きな声が店内に響き渡った。

　店員さんが厨房へと戻っていく姿を見送りながら店内の様子を窺ってみると、土曜日の夜だからか時間が早いからか、まだお客さんの数はそこまで多くない。

　改めて三人でこうして顔を突き合わせるのは、なんだか気恥ずかしい。

「らな、今日は休日だから、敬語なし」

　私の右側に座る智哉くんが開口一番そう言った。

「いや、そう言われましても……」

　タジタジで返事する私に、米森さんが口を挟む。

「智哉、お前は仕事中でも公私混同すぎるんだよ。業務中に名前の呼び捨てなんて、一歩間違えたらハラスメント案件だぞ」

「俺とらなの間にそんなハラスメントなんてないよな、家族みたいなもんだし」

「そう思ってるのは智哉だけかも知れないだろ。実際には家族じゃないんだし。てか、お前だけ名前呼びなんて羨ましいんだよ。木崎さん、僕も仕事外ではらなちゃんって呼んでいい？」

　唐突な提案に、言葉が出てこない。黙っている私に変わり、智哉くんが返答した。

「おい、らなを困らせるなよ。それこそパワハラだぞ」

　テーブルを挟んだ二人の会話に、何と言っていいかわからず俯いていると、智哉くんの手が私の頭をポンと軽く触った。

「らなも、嫌だと思ったら我慢しなくていいんだぞ？　一花から話は聞いてるからな。今までいっぱい我慢して頑張って来たんだから、少なくとも俺たちと一緒にいる時は、言いたいことや思ってること、何でも話してくれると嬉しい。それと今は業務時間外なんだから、俺に敬語と苗字呼びはなし。な、理生」

　智哉くんが米森さんに同意を求め、米森さんもそれに頷いた。二人して仕事の時には見られない柔らかい表情に、私の緊張も少しだけ解けた。

「わかった。……じゃあ、智哉くん……でいい？　あと、米森さんも、業務外でしたら名前呼びで大丈夫です」

　私の言葉に米森さんが頷き、智哉くんは目を丸くした。

「らなが敬語なしで話してくれるなんて、いつ振りだ？」

　智哉くんに敬語を使い始めたのは、智哉くんが大学を卒業し、ＯＲＩＨＡＲＡに就職した時からだ。幼馴染みとはいえ、社会人となった智哉くんに馴れ馴れしくするのも失礼だと思ったのだ。小さい頃は普通に接することができたけど、学年が上がっていくと直接の接点はなくなり会話をする機会もなくなっていた。だから社会人となった智哉くんに、敬語で話をしても特に気にするような感じではなかった。

「俺はな、寂しかったんだぞ。らなに他人行儀な態度を取られて。お年頃だから仕方ないと思うようにしてたけど、こうして一緒に仕事をすることになってもまだ敬語が抜けてない」

　ちょうどこのタイミングで、注文していたドリンクとおつまみが数点運ばれてきたので、話を一旦中断した。私の目の前にウーロン茶が置かれ、智哉くんと米森さんの前には生ビールの入ったジョッキが置かれた。店員が退席すると米森さんがグラスに手を伸ばし、私と智哉くんにもグラスを持つように促すと、勝手に乾杯の音頭を取る。グラスをカチンと鳴らすと、二人とも一気に半分近くまで飲み干した。対する私はウーロン茶を一口含み、ゴクンと飲み込んだ。

「智哉、説教臭いことを言うと、らなちゃんに嫌がられるぞ」

「でも俺は寂しかったんだよ、マジで」

　目の前に置かれた枝豆へ手を伸ばしながら、智哉くんがボソッとこぼした。

「だってさ、俺、らなに初めて会った日のこと今でも覚えてるんだけど。幼稚園で一花が自慢するんだよ。『妹が生まれたから病院へ会いに行く』って。だから俺も一緒に病院へ行きたいって、無理矢理くっついてったんだけどさ。赤ん坊のらながもう、めっちゃくちゃ小さくて可愛くてさ」

　突如始まった思い出話に、米森さんが耳を傾ける。当事者である私は、どう反応していいかわからず黙って話を聞くことにした。

「俺、兄貴しかいないから、妹ができた一花が羨ましくて。小さい頃はそれこそ毎日らなの家に通って、らなと一緒に遊ぶのが楽しかったんだ。俺にもし妹がいたらこんな感じなんだなって……でも俺とらなって学年五つ違うから、小学校も一年間しか一緒に通えなかったし、学生時代は部活や塾三昧でらなと遊んでる時間なんてほとんどないから、一花から学校での様子を聞いたりしてたし」

　智哉くんの発言は、妹の成長を見守る兄そのものだ。気恥ずかしく思う反面で、やはり私のことなんてこれっぽっちも女として意識してない。そう思うと、私の胸の奥が切なくて苦しくなる。一方的な片思いは、とても辛い。

「へえ、それでらなちゃんの採用についてごり押しだったんだな」

　私たちの思い出話を聞きながら米森さんが言葉を発するけれど、思いっきりコネ採用だったことを改めて思い知らされて余計申し訳なく思ってしまう。

「それだけじゃないぞ？　一花から聞いた話だけど、前の職場では総務はおろか、経理も一通りやってたんだって？　俺らそんなのさっぱりわからないから、ぶっちゃけ即戦力じゃないか。とりあえず会社が軌道に乗るまでは、らなにお願いする仕事はそんなに忙しくもないだろうからさ」

　頼りにされるのは嬉しいけれど、甘えてばかりもいられない。起業したばかりの会社で、プログラミングの技術を持っていない私なんて、お使い程度しかできないお荷物なだけだ。短時間勤務とはいえ時給が発生する以上、二人に迷惑をかけるわけにはいかない。会社が軌道に乗るまでとはいえ、クビを言い渡されるまでに、何か資格を取得して次の就職先を探さなくては……

　曖昧に笑顔を浮かべていると、次々と注文した料理が運ばれてきた。揚げ物は少し時間がかかりそうだけど、火を通さない冷や奴や長芋の梅肉和え、キムチなどがテーブルの上に次々と置かれていく。注文したものがおつまみばかりで、お腹に溜まりそうなものは今のところまだない。

「らなも遠慮せず食べたいもの頼めよ。こんなのじゃ腹が持たないだろう？　帰ってから夜食を突いたりしなくていいよう、しっかり食えよ？」

　沈黙から一転して、智哉くんが改めてメニュー表を私の目の前に差し出した。私はそれを受け取ると、焼きおにぎりとコロッケ、生春巻きと海藻サラダを注文した。智哉くんは串カツの盛り合わせと刺身盛り合わせ、そしていつの間に飲み干したのかジョッキの中身が空になっており、生ビールのお代わりも注文している。

　テーブルの隅に取り皿が用意してあり、米森さんがそれを私と智哉くんの前に差し出した。

「二人とも、一緒に食べようぜ」

　米森さんが取り皿に各自が食べる分を取り分けて、空いた器を隅に寄せる。手伝おうとすると、理生にやらせとけばいいと言って、智哉くんに遮られた。米森さんも、自分が好きでやってるから気にしないでと言って、全く譲ってくれる気はなさそうだ。

　就職してから、こうやって落ち着いて外食する機会はほとんどなかった。しいて言えば、前の職場で毎年行われる歓迎会は、早く帰って眠りたくて仕方なかった。あとは毎年、誕生日前後に姉や友達とランチに出掛けるくらいで、休日は疲れ果てて自宅で泥のように眠っていた。だからこそ、自分が今日この場にいることが、どうにも落ち着かない。

　取り皿に盛られた私の分を、少しずつ口に運んだ。

　頼んだ物が運ばれてくるまで、二人が今日の作業について話し始めた。私にはさっぱりわからない内容なので、とりあえず目の前にあるものを食べることに集中する。

　少しお腹が満たされたところで、唐揚げや串揚げ、コロッケなどの揚げ物料理が次々と運ばれてきた。このお店のお勧めの一品である唐揚げは、ひと口で食べきれないくらい大きくカットされた鶏肉で、皮がパリパリなのに中が熱々ジューシーで、ほっぺが落ちそうになる。

　コロッケもジャガイモがホクホクで、塩味が効いているから何もつけずそのまま食べられる。串揚げも、衣がサクサクでお店秘伝のタレがとても美味しい。

　揚げ物と一緒に運ばれた焼きおにぎりで、私のお腹は満たされる。

　米森さんと智哉くんも、お酒を飲みながらもガッツリと食べるので、運ばれてきた食べ物はあっという間になくなっていく。

　私がようやくグラスのウーロン茶を飲み干した時に、二人とも生ビール三杯目に突入していた。食べながらの飲酒とはいえ、最初は空きっ腹からのスタートだ。酔いの回りは普段より早いに違いない。けれど、顔色や目つきなどの見た目は二人とも全然変わらない。

　料理の味がちょっと濃くて、最初に出されたお水とお茶を飲む量も多かったので、トイレに行きたくなった。

「すみません、私、ちょっとお手洗いに……」

　腰を浮かして立ちあがろうとする私に、米森さんが気を利かせて場所を教えてくれた。

「ああ、場所わかる？　足元気をつけてね。トイレはそこの突き当たりだから」

　私は会釈して中座すると、化粧室に向かった。

　荷物を持ってきたので、ついでに化粧直しをしてスマホをチェックすると、両親と姉から通話アプリのグループトーク欄にメッセージが届いていた。両親からは世界遺産厳島神社の写真と、牡蠣料理の画像が送られており、姉からは飛行機の中から撮影した空の画像と出張先の夜景が送られている。

　両親は月曜日に、姉は明日の夕方に帰ってくるとのことだった。私は了解のスタンプを押して、スマホと化粧ポーチをバッグの中にしまうと、化粧室を後にした。

　化粧室から戻ると、米森さんもトイレに立ったのか、智哉くんだけが席に着いている。

「戻ってきたな。さっき理生がドリンク追加で注文するって言ってたから、理生が戻るまでに、何頼むか決めとけよ」

　智哉くんはそう言って、自分の席を立った。今日は二人して結構な量のビールを飲んでいるから、トイレが近いのだろう。米森さんのグラスと智哉くんの何杯目かのグラスは、いつの間にか空になっている。

　智哉くんの後ろ姿を見送ると、入れ違いで米森さんが戻ってきた。

「らなちゃんも追加で何か飲む？　お茶じゃなくてジュースもあるよ」

　メニュー表のドリンク欄を差し出しながら、私に問いかけた。気遣いがありがたい反面で、なんだか申し訳なく感じる。

　私はメニュー表を覗き込み、オレンジジュースを頼むことにした。米森さんは酔い覚ましにウーロン茶を頼もうかと話していて、後は智哉くんが戻ってきて、何を注文するかを確認するだけだ。

　それまでに頼んだ品は、全てテーブルに運ばれており、そのほとんどが男性陣に食べ尽くされている。私も久しぶりの外食ではしゃいでしまい、こんなにたくさん食べると思わなかったから、さすがにお腹が苦しい。ウエストに余裕のあるスカートをはいて正解だった。

「ねえ、らなちゃん。やっぱりまだ緊張してる？」

　唐突に米森さんが私に尋ねた。そんなに私の態度はぎこちなく見えるのだろうか。

「前職のこと、智哉からも面接の時にも聞いたけど、うちは無理させるようなことしないから安心して。僕ら事務仕事がさっぱりだから、らなちゃんが短時間とはいえ週三で出勤してくれるの、本当に助かってるんだ。だから、少しでも早く職場環境に慣れてくれるとありがたいな」

　私が戸惑いながらも頷くと、少し声のトーンを落としながら米森さんが話を続ける。

「そうそう、ここだけの話なんだけど、智哉って、らなちゃんに対して昔からずっとあんな感じ？」

　米森さんの言葉の意図がわからない。けれど、智哉くんの私に対する態度は昔から変わってない。

「すごい過保護、ですよね……やっぱり米森さんの目にも、そう見えますか？」

「過保護……うーん。っていうか、あいつ、すごく構いたがりだよね。らなちゃんのこと」

　智哉くんは自分が末っ子だからか、私に対していつもお兄さん風を吹かせている。多分それが構いたがりに見えるのだろう。

「私がこんなだから、心配なんでしょうね、きっと。智哉くんの実家は私の家の近所で、私が赤ん坊の頃からずっと一緒だったんです。それに加えて、姉と智哉くんが同級生で小さい頃からずっと一緒だから、世話の焼ける妹的な感じでしょうか……」

「いや、僕の目にはそうは見えないけど……」

　言葉の続きが気になるけれど、ちょうど智哉くんが戻って来たので、続きはまた今度と話を濁された。

「何か俺抜きで話が盛り上がってた？」

　智哉くんの問いに、どう答えたらいいのだろう。私が米森さんに視線を送ると、米森さんはニッと笑った。

「それは僕とらなちゃんとの秘密だよな？」

　そう言って私に同意を求めてくる。すると智哉くんは私の顔を覗き込んだ。

「え、そうなのか？　どうせ理生が俺の悪口でも言ってたんだろ？　らな、悪口の内容を口にするなら今のうちだぞ？」

「お前なぁ……悪口は秘密に決まってるだろ。それよりも、らなちゃん脅すなんて大人げないぞ」

「大人げ……って、そうなのか？」

　再び智哉くんが私の顔を覗き込むものだから、緊張してしまい、顔が熱くなる。

「ほら、そうやってらなちゃんを困らせる……お前のそれは、シスコン超えて、もはや嫉妬だぞ？　束縛きついとらなちゃんに嫌われるぞ」

　米森さんの言葉に、智哉くんは突然無表情になった。そして無言になり、自分の席に着く。一体急にどうしたのだろう。

「智哉もまだ飲むだろ？　僕はそろそろ酔い覚ましするからウーロン茶にするけど、二人はどうする？」

　米森さんの問いに、智哉くんはしばらく考え込んだけど、ふと私に話を振った。

「らなは何飲むか決めたのか？」

「えっと、オレンジジュースを……」

「今日はアルコール飲まないのか？」

　最初にウーロン茶を飲み、ずっとそればかりを注文しているから気にしているのだろう。

「うん。もうさすがにお腹いっぱいだし、別に飲まなくても大丈夫」

　私の返事に頷くと、智哉くんは呼び出しボタンを押した。少しして店員がオーダーを取りにやって来た。

「すみません、オレンジジュースとウーロン茶、オレンジチューハイをお願いします」

　それまで散々ビールを飲んでいたのに、智哉くんはまだお酒を飲むんだ。米森さんは酔い覚ましをすると言っているけど、智哉くんはどれだけ飲むつもりだろう。

　店員が下がった後、私の考えていることが全て表情に出ていたのか、二人とも苦笑いしている。

「僕も明日、用事がなかったらまだまだ飲むんだけど。このくらいなら全然朝飯前だよな」

　米森さんがそう言うと、智哉くんも頷いている。

「俺も今日はそこまで飲んでないぞ。しっかり食いながらだし、らなが心配するほど酔ってないぞ」

「学生の頃は、酒の席では食わずにひたすら飲んでたよな」

「それな。次の日二日酔いになって、もう酒なんて飲まないって思っても、酔いが醒めたらまた飲んで……若かったからできたことで、もう、お互いあんな無茶な飲み方はできないよな」

　これだけ飲んでいるのにこんな発言が出るとは、以前は一体どれだけ飲んでいたのだろう。びっくりしすぎて言葉が出てこない。

　そんな私を見て、智哉くんが言葉を続けた。

「さすがに今、そんな飲み方してたら確実に肝臓やられる。働けなくなったら、らなに給料払ってやれなくなるからな」

「智哉が倒れたりでもしたら、僕も生活できなくなる。智哉のおかげでＯＲＩＨＡＲＡの下請けの仕事がある訳だし」

「おいおい、縁起でもないこと口にするなよ。いざとなれば、お前は俺と違ってＳＥだから個人でいろいろできるけど、らなはそうじゃないんだ。せめて、らなの時給分は利益出さないとな」

　二人の会話は、冗談とも本気とも取れる発言に聞こえた。最近起業したばかりの、たった三人の小さな会社だ。それだけにどうしても、何のスキルも持ってない自分の存在がお荷物になっているのではと、ネガティブな思考になってしまう。

「それな。今はらなの勤務時間が短いから、雇用保険もかけられないのがな。……だから早く会社が軌道に乗って、安定した収入源も確保できたら、正社員登用も……って、らながそれまで森原に見切りつけなかったらの話だけどな」

　まさかの言葉に再びびっくりだ。

　私は社会復帰のための短期間バイトだと姉から紹介されてそう思っていたし、面接の時も、徐々に身体を慣らしていけばいいと言われたから、てっきりそのつもりでいたのだ。

　ちょうどこのタイミングでオーダーしたドリンクが運ばれてきた。

　焦った私は自分の気持ちを落ち着けようと、目の前に置かれたグラスへ手を伸ばすと、それに口を付けた。

　飲み慣れているはずのオレンジジュースのはずなのに、なんだか味が違うと感じるのは気のせいだろうか。おかしいなと思いながらも一気に半分近く飲み干した。

　智哉くんがもう一つのグラスを手に取り、それに口を付けると言葉を発した。

「ん？　ちょっと待て。これがジュースじゃないか？　らな、多分そっちが俺の注文したチューハイだけど、大丈夫か？」

　その言葉に、私は手にしていたグラスを眺めた。今、自分の飲んだものがお酒だと知り、急いでグラスをテーブルの上に戻した。

「え……嘘。どうしよう……大丈夫かな」

　私の呟きに、智哉くんが反応した。

「らな、大丈夫か？　これと交換するぞ。俺、まだひと口しか飲んでないから、こっち飲め。これは元々俺が頼んだものだから、もらうぞ」

　そう言って、私に自分が飲んだグラスを手渡すと、智哉くんはテーブルのグラスに手を伸ばし、口を付けた。

　そんな私たちのやり取りを、米森さんが眺めている。

「グラスが似てるから紛らわしいな。チューハイならジョッキに入れて持って来いってんだ」

　店内は、いつの間にか満席に近い状態まで埋まっている。お店自体そんなに広くないし、個室で仕切られているので、トイレなどで席を立たない限り店内の客入り状態になかなか気付かない。

　たしかにどれも似たようなグラスに、それぞれ注文したドリンクが注がれている。先ほどの店員は、どっちがジュースでどっちがチューハイか説明していただろうか。

「店も混み合ってきたし、ジョッキが間に合わなかったんじゃないか？　てからなちゃん、お酒大丈夫？」

「ど、どうしよう、わかんないです。……実は私、今までお酒を飲む機会がほとんどなくて。初めて姉と一緒に飲んだ時、記憶を飛ばしてそれ以来、外では飲んでもひと口しか飲まないようにしてたのに……」

　私の取り乱し方に、二人が驚いている。

「記憶飛ばしたって、その時どれくらい飲んだんだ？」

　隣で私が口を付けたオレンジチューハイを飲みながら智哉くんが問いかけた。

「あの時は、姉に連れられて初めて行ったバーで度数の低いカクテルを一杯飲んだら、身体がフワフワして。その後にもお代わりしたんですけど、何か楽しくなって、姉にひたすら話しかけてたらしくって。でも帰宅してからの記憶がなくて……」

「「え、その程度で!?」」

　私の返答に、二人の声が揃った。

　あまりにも息がピッタリで、驚いた私が二人の表情を交互に見ると、二人とも信じられないものを見るような目で私を見ている。

「あの時に比べたら、量は全然飲んでないけど、それ、ちょっと度数高そうだし……」

「その時は何のカクテル飲んだんだ？」

「……あんまり覚えてないけど、柑橘系の甘いお酒。度数はそんなに高くないってお姉ちゃんもバーテンダーの人も言ってたような……」

　私の言葉に、二人して黙り込んだ。

　しばらく沈黙が流れたけれど、その沈黙を破ったのは智哉くんだった。その表情は、真剣だ。

「……らな、お前、今後も外で酒は飲むなよ」

　その言葉に私は頷いた。

「うん。本当は今日、お酒を飲むつもりはなかったんだけど」

「だな、紛らわしいものを頼んだ俺も悪いな」

　私たちのやり取りを、米森さんは口を挟むことなく黙って聞いている。

　その時、違う席に座る誰かのスマホの音が鳴った。店内の壁時計は、もうすぐ二十一時を指そうとしている。この店に入って約三時間。時間が経つのはあっという間だ。

「どうする？　まだ何か頼む？　それとも今日はこれでお開きにする？」

　米森さんが私たちに向かって問いかけた。明日、米森さんは予定があると言っていたし、ここはお開きのほうがいいだろう。私も酔いが回らないうちに帰宅したほうが、二人に迷惑をかけなくて済む。

　私が頷くと、智哉くんも頷いたので、無言でオレンジジュースを飲み干した。

「さ、じゃあ今日はこれでお開きということで。らなちゃん、また月曜からよろしくね」

　米森さんの言葉に私は素直に頷くと、忘れ物がないか座席周りをチェックした。










第三章











　智哉くんが会計を済ませ、外に出ると、空が厚い雲に覆われている。そういえば、今朝見た天気予報で夜の降水確率が高くなっていたのを思い出した。

「今日の夜雨が降るって、天気予報でも言ってたな。理生、風邪引くなよ」

　空を見上げながら智哉くんが米森さんに声をかけると、米森さんも同じように空を見上げた。

「お前もな。じゃあな」

　米森さんはそう言うと、私たちに背を向けて歩き始めた。米森さんの自宅は、私たちの家とは反対方向にあるのだと、先ほどの飲み会の時に話していた。

「よし、じゃあ俺たちも帰るか。らな、酒飲んでから気持ち悪くないか？」

　智哉くんはいつだって優しい。それは私が小さい頃から変わらない。その優しさは、きっと私が幼馴染みだからだろう。

「ううん、全然。むしろ逆に、今とっても楽しい」

　いつもの自分と違って陽気になっている。ちょっとふわふわしていて、あんな少量のお酒でも、酔いが少し回っているなんて自分でもびっくりだ。でも、今なら思っていることも口に出せる気がする。

「そっか、良かったな。じゃあそろそろ帰るか？　俺と一緒とはいえ、あんまり遅くなるとおじさんたち心配するぞ」

「ううん、今日は家に誰もいない。お父さんたちは従姉の結婚式で広島だし、お姉ちゃんは出張で九州だから、今日は私一人」

「は？　誰もいないって、日中の話じゃなかったのか？　今晩一人で大丈夫か？」

　二十五歳の女性に向かって『一人で大丈夫か』はないだろう。こうして智哉くんに子ども扱いされるたび、悲しくなる。

「……じゃ……って……ら」

「ん？　何だ？」

　智哉くんが私の顔を覗き込みながら優しく尋ねるので、思わず心の声が口に出てしまう。

「もし大丈夫じゃないって言ったら？　智哉くん、一緒にいてくれるの？」

「どうした？　やっぱり酔っ払ったか？」

　どうやら私のことを酔っ払い認定したようだ。私の問いに、肯定も否定もしない。

「酔っ払ってるかも知れないけど、智哉くん、質問に答えてよ。大丈夫じゃないって言ったら一緒にいてくれるの？」

　いつものように言葉に詰まることなく、思ったことを口にする私に戸惑っているのか、智哉くんは目を見開いて黙ったままだ。

　しばらくして、重い口を開いた。

「……それって、今晩一緒に過ごすって意味だよな。らな、どういうことかわかって言ってる？」

「わかってるよ、それくらい。それとも私じゃ女として魅力ない？　やっぱりお姉ちゃんみたいな人じゃないと、私じゃ誰も相手してくれないの？」

　いつにない私の剣幕に、智哉くんも驚いている。

「らな、ちょっと落ち着け。とりあえず家に帰ろう」

「じゃあ、手、繋いでくれる？」

　素面の時には絶対言えないことも、今なら言える。

「わかった。雨降りそうだから、早く帰るぞ」

　智哉くんはそう言うと、私の右手を握り歩き始めた。

　私の歩幅に合わせて、少しゆっくり歩いてくれる。

　大きく温かい手に、小さい頃のことを思い出す。

「昔もこうやって、手を繋いでくれたよね」

　私の唐突な昔話に、智哉くんが返事をする。

「そうだな。……俺が小学校を卒業してからは、部活が忙しくて一緒に遊ぶ機会がなくなったから。何度も言うけど、俺も寂しかったんだぞ」

「嘘ばっかり。智哉くん、いつもお姉ちゃんと一緒だったし」

　あの頃も今だって、ずっと姉のことが羨ましかった。智哉くんと対等な関係で、できることなら、私も姉のようになりたかった。

「一緒って言っても、一花は幼馴染みかつ同級生だからなぁ。それに、俺も一花にも、お互い好きな人いるから」

　唐突な爆弾発言に、私は驚きのあまり立ち止まる。

「そんな嘘に騙されないよ。だって学生の頃、ずっと二人が付き合ってるって噂もあったし、実際に直接聞きに行った人も否定しなかったって言ってたって……」

「ああ、あれな。あれはお互いカモフラージュだ。あの頃、俺たちが付き合ってるって周りに思わせておけば、変に告白されることもなかったからな。ほら、雨が降りそうなんだから帰るぞ」

　空を見上げると、さっきより雲が厚くなっている。ジメジメと湿気も増してきて、雨が降るのも時間の問題だ。私が黙って歩き始めると、智哉くんも再び歩き始めた。繋がれたままの右手は、さっきより熱を持つ。

　自宅まで数メートルに差しかかった辺りで、ポツッと空からしずくが落ち、私の左手を濡らした。数秒後には、勢いよく雨が降り始めた。

「らな、ちょっと走るぞ！」

　智哉くんはそう言うと、私の手を引いて走り出す。私も慌てて智哉くんの後を追うように走り始めた。

　ほんの数メートル走っただけなのに、服は結構濡れてしまい、このままだと風邪を引いてしまいそうだ。私は玄関の鍵を開けると、智哉くんを招き入れた。

「本当に上がっていいのか……？　俺も男だから、上がったらもう、後はどうなっても知らないぞ？」

　さっき、私が「一緒にいて」と言った言葉についての再確認だ。私が無言で頷くと、智哉くんはひと言「わかった」と言って、玄関の内鍵を閉めると靴を脱いだ。

　私は智哉くんより先に家へ上がると、電気を点けて浴室の湯張りボタンを押し、洗面所へバスタオルとフェイスタオルを取りに行った。このままだと智哉くんが風邪を引いてしまう。

　もし私が風邪を引いたとしても、午後から出勤の短時間アルバイトだから、仕事も郵便局や銀行のお使いだけだしそこまで支障はない。

「智哉くん、このままだと風邪引いちゃう。お湯張るから、お風呂入って。服も濡れてるから洗濯するよ。乾燥機回したら朝までには乾くはず。着替えはお父さんの服で悪いけど出しとくからとりあえずそれを着てくれたら……」

　私の後をついて歩く智哉くんにタオルを手渡すと、その場で私は智哉くんに抱きすくめられた。

「それなら、らなも同じくらい濡れてるんだから、一緒に風呂入るぞ。風邪を引かれたら困るのはお互い様だ」

　言葉の意味がわからないほど初心うぶではない。けれど、男性経験が全くない私は、今さらながら恥ずかしくて顔が熱くなる。きっと、茹でだこみたいに顔が真っ赤に染まっているに違いない。

「だからさっき言っただろう？　『上がったら最後、どうなるかわからないぞ』って」

　智哉くんに密着しているせいで、声が直接身体に伝わってくる。

「今度こそ、最後の忠告だ。止めるなら今だ、俺を突き飛ばせ。そうすれば、今日のことは酒の場のことでお互い流して月曜からはいつも通り、幼馴染み兼雇用主と従業員だ。そうじゃないなら……」

「そうじゃないなら……？」

　智哉くんが最後まで言葉を発することはなかった。

　なぜなら、私は智哉くんの背中に腕を回し、離れないと言わんばかりにギュッとしがみついたからだ。

「……もう、後から嫌だと言っても知らないぞ」

　智哉くんは私の抱擁を解くと、私の肩に手を置いた。私も腕の力を抜き、お互い向き合う状態になると、智哉くんが前屈みになりながら首を傾け、顔を近付ける。

　唇が触れるか触れないかのギリギリなところで、智哉くんがポツリと呟いた。

「らな、こういう時は、目を閉じろ」

　私が慌てて瞼を閉じると、唇に柔らかく温かいものが触れた。それが智哉くんの唇で、今まさにキスされているんだと意識すると、緊張で全身に力が入る。

　触れるだけのキスで終わるかと思っていたら大間違いで、呼吸が苦しくなり唇の力を抜いた瞬間、腔内に温かいものが侵入してきた。それが智哉くんの舌だと気付くのに少し時間がかかったけれど、その舌使いは優しく、私の歯列をゆっくりとなぞっている。肩に置かれていた手は、いつの間にか右手が頬に、左手は私の後頭部へと移り、がっちりとホールドされた状態だ。智哉くんの唇が離れるまで、その手は動かされることがなかった。

　時間にして二、三分くらいだろうか。唇を貪られる、その表現がピッタリな、とても濃厚なファーストキスだった。

　ようやく唇が解放されると、私は足腰の力が抜けて、その場にへたり込みそうになったところを智哉くんに抱き留められる。

「まだまだこんなもんじゃないぞ。風邪ひくから一緒にシャワー浴びるぞ」

　完全に私の思考を停止させた状態で智哉くんはそう言うと、私を自分の肩に担ぎ上げ、勝手知ったる我が家の浴室へと向かった。小さい頃、よく遊びに来ていたから我が家の間取りは熟知している。

「服自体はハンガーにかけてたら乾くだろう。だから着替えはいらない」

　そう言いながら洗面所兼脱衣所の電気が点けられ、中に入ると私は肩から降ろされ、スカートのファスナーを下ろされた。衣擦れの音がして、床にパサッとスカートが落とされる。明るいところでこんな格好は恥ずかしい。咄嗟に私は智哉くんに背を向けると、背後から優しく抱きしめられた。そして耳元で囁く声に、私の身体の奥が切なくなった。

「首まで真っ赤だな、可愛い」

　小さい頃はよく言ってくれていた『可愛い』も、あの頃とは意味が違う。

「後は自分で脱げるな？　俺も自分で服を脱ぐから脱いだら一緒に入るぞ」

　そう言って智哉くんは私の背後で自分の服を脱ぎ始めた。私は上がカットソーとブラ、下はショーツとストッキングといった中途半端な格好だ。

　服を脱ごうにも、恥ずかしさのあまり手が止まる。どうしよう、自分から言いだしたくせに、いざとなったら臆病風が吹く……

「まだ脱いでないのか？　俺、先に入るぞ。恥ずかしかったら風呂場は電気点けなくていいから、化粧落として入ってこい」

　私を追い越して智哉くんは浴室へ入った。すぐに水道のコックを捻る音が聞こえ、水音が響き渡る。私は言われた通り、先に洗面台で化粧を落として下着を脱ぎ、それらを洗濯機の中に入れると覚悟を決めて浴室のドアをノックした。

「智哉くん、入るよ……？」

　ノックしたのは、シャワーのお湯が脱衣室に飛び散らないよう注意喚起するためだ。もしうっかり頭や身体を洗っている時に開けると、こちら側が水浸しになってしまう。

　私の声に、シャワー音が止まった。そして浴室のドアが開き、私は中へ入った。脱衣室は明かりが灯っているけれど、浴室は無灯火だから当たり前のことだけど仄暗い。私は髪の毛が邪魔にならないよう、後ろでかるくまとめているせいで、うなじが全開だ。

　智哉くんの髪が濡れていないので、頭は洗っていないようだ。

「遅かったな。らな、身体洗ってやるよ」

　智哉くんはそう言うと、再びシャワーコックを開き、私の身体にお湯をかけていく。湯張り中の浴槽は、お湯が溜まるまでもう少しかかりそうだ。

　全身をお湯で流され、浴室内は湯気が立ち込めている。コックを閉じ、智哉くんは石鹸を手に取ると泡立てタオルでよく泡を立て、その泡を掬った手で私の身体を包みこむ。

「肌を傷付けないよう、俺が手で洗ってやる」

　智哉くんは私の右腕を泡で包むと、優しく撫でた。大きな手とそのぬくもりに、私の身体から力が抜けていく。

「身体が冷えてるな……よし、次、反対の手」

　智哉くんの言葉に従い、私は左腕を差し出した。先ほどと同じように、智哉くんは左手を石鹸の泡で包み込む。泡が足りなくなったのか再び泡立てネットで大量の泡を作ると、今度は背中を洗うと言い、私の背後に回り込んだ。泡を背中に塗りたくるようにつけると、智哉くんは私の首筋にキスをした。

「ひゃっ」

　驚きのあまり、変な声が出てしまう。浴室だから、小さな声も反響して大きく聞こえる。

「声、できるだけ我慢しろよ」

　耳元でそう囁かれた直後、背後から私の腋から智哉くんの腕が伸び、てのひらが私の双方の膨らみに触れた。智哉くんの両手が、私の乳房を包み込む。泡の感触がちょっとくすぐったいけれど、てのひらの熱に、指の動きに、私の身体が敏感に反応する。

「ん、んんっ……」

　自分で触ると何ともないのに、智哉くんが触れると、なぜか何とも言えない感覚が身体中を駆け巡る。胸の先端を触る智哉くんの指の動きに、私のお腹の奥が、ずくんと疼く。

「可愛いな、もう硬くなってる」

　そう言って、私の胸に触れる手を止めようとしない。敏感になったそこは、触れられるだけでジンジンする。

　泡の着いた手で胸からお腹まで弄られ、下半身の際どいところに指が到達した途端、湯張りを終了するアナウンスが流れ、驚いた私の身体がビクンと大きくしなった。私は声を抑えるのに必死で、初めての快楽に溺れる余裕なんて全くない。

「風呂が沸いたな。身体を洗い終わったら一緒に浸かろう」

　私の身体は羞恥からくる火照りで少しだけ温まったけれど、中途半端に泡まみれだ。智哉くんはそんなのお構いなしに三度みたび両手に泡をたっぷり取ると、私の両足を泡で包んだ。足の際どい場所はさらっと触れて、身体を洗い終えると湯船から桶にお湯を汲み、私の身体に付着している泡を洗い流した。

「一緒に浸かると絶対お湯が溢れるから勿体ないだろう」

　そう言って私の身体にお湯を何度かかけ流すと、今度は自分自身の身体にお湯をかけた。

「さ、一緒に浸かろう。足元気を付けろ」

　私に反論させるつもりなんて毛頭なさそうだ。

　智哉くんが先に浴槽へと足を入れ、足を伸ばしながら浸かると、私を招き入れた。

「恥ずかしいなら、俺に背を向けて浸かれ。身体、冷えるぞ」

　電気の点いていない仄暗い浴室だから、さっきの脱衣所みたいにジロジロ見られることはないにしろ、肌と肌が密着するだけに、恥ずかしさの度合いは変わらない。でも、智哉くんが言う通り、湯船に浸からないと身体は冷えてしまう。

　私は智哉くんに背を向けて、湯船に足をつけた。身体をゆっくりお湯にくぐらせると、案の定お湯が溢れていく。

「ちゃんと肩まで浸かれよ」

　智哉くんはそう言いながら、先ほどみたいに私を背後から抱き締めた。今回は私の腕の外側からギュッと捕まえられ、私の背中が智哉くんの胸板に当たって、まるでリクライニングシートへ凭れるような格好になっている。

「浴槽、やっぱり大人二人が一緒だと狭いな」

　一般家庭の浴槽はホテルみたいに大きな浴槽ではないので、大人二人がこうして浸かると、とっても窮屈だ。

　凭れたことで私の髪の毛がお湯に浸かり濡れていることに気づいた智哉くんは、私を抱き締める腕を緩めたので、私は少しだけ身体を前に起こし背中の密着が解けた。

「なあ、覚えてるか？　らながまだ小さかった頃、俺と一緒にプールで水遊びしたいって言って、大泣きしたこと」

　智哉くんの声に、当時の記憶が蘇る。

「うん、覚えてる。あの頃の私はまだ幼稚園児だったから、足が届かない競泳用のプールには入れなくて。お姉ちゃんや智哉くんは、逆に小さい子が使うプールには入れなくて。せっかく一緒にプールへ行ったのに、全然一緒に遊べなくて悲しかった」

　泳ぎに連れて行ってくれた市営プールの監視員の目が厳しく、せっかくのプールも全然楽しくなかった。

「他にも俺と一花が小学六年の時、二家族合同でキャンプに行く予定だったのに、台風のせいで計画が流れたこともあったよな」

「あの時も、キャンプ場近くの川で一緒に遊ぶ約束してたよね」

　昔から、我が家と智哉くんの実家は家族ぐるみでのお付き合いで、たまたまこの年は夏休みの休暇に山間のキャンプ場へ行く計画を立てていた。それなのに、キャンプ予定日の直前に台風が接近し、予定が中止になったのだ。キャンプ場の近くに小川が流れていて、そこで水遊びをする約束をしていた。

「あれから随分経ったけど、こうして水遊びの約束も果たせたな」

　その言葉に、これは水遊びなのかと疑問が湧いた。けれど智哉くんはお構いなしに、背後から首筋にキスを落としながら私の胸を弄った。

「ん……ふぅ……」

　不意打ちの快楽に、鼻にかかった私の声が、浴室にこだまする。

「あんなに小さかったらなが、こんなに素敵な女性に成長するなんて、あの頃は思ってもみなかった」

　身体を駆け巡る刺激と甘々な言葉に、私の身体は桜色に染まっていく。智哉くんの手は、胸から段々とお腹へと移動している。

　茂みの奥にある、誰も触れたことのない場所が、その手に触れてほしいとキュンとなる。そして、私のお尻に硬くて熱い塊が触れた。

　え、これ、もしかして……聞きたくても口に出せない私に対し、智哉くんの指が、茂みの奥にある突起へ到達し、そこをそっと撫で上げる。その瞬間、今まで感じたことのないような刺激が走り、私の身体が大きく跳ねると、その反動でお湯が浴槽から溢れ出す。

「やっ……!!」

「嫌じゃないだろう？　身体はこんなに正直なのに」

　智哉くんが私の耳元で囁いたかと思うと、私の耳を食んだ。耳に直で聞こえる水音は、湯船の水音の比ではない。

「らなのここ、お湯と違う液体で濡れてるのわかる？」

　突起から更に指は奥へと移動し、私の蜜壺へと到達した。そこは智哉くんの言うように、明らかにお湯とは違う種類のもので濡れている。

「俺が指で洗っても、らなの身体の中からいくらでも溢れ出る」

　私の耳元で囁きながら、右手で私の芽を弄り、左手で乳房を揉みしだき始めると、私も限界だった。

「知らな……ああんっ!!　はぁっ……んんっ……！」

　一方的に与えられる快感を逃そうと身体を捩っても、背後には刺激を仕掛ける張本人がいる。狭い浴槽に逃げ場はない。

「可愛い」

　智哉くんの声が、脳へ直接響き渡るような錯覚に陥る。再び耳を食まれたかと思うと、急に私の身体を弄る手が止まった。

「ごめん、ちょっと虐めすぎたな。らな、酒も飲んでるし、長湯すると酔いが回るからそろそろ出よう」

　そう言って智哉くんは立ち上がると、浴槽の栓を抜いた。お湯が浴槽から流れていくのを確認すると、私の腋の下に手を入れて、私の身体を起こした。

「さっきのタオル、脱衣所にあったよな？　取ってくるから待ってろ」

　脱衣所のドアを開けてバスタオルを掴むと、私に手渡した。

「のぼせてないか？　気持ち悪くないか？　身体拭いて先に出てろ。ちゃんと水分補給するんだぞ」

　私は急いで身体の水分を拭き取ると、言われた通りバスタオルを手渡して浴室から出た。

　脱衣所に置いているチェストの中から自分の下着を取り出し着用すると、パジャマに袖を通す。智哉くんの服を乾かすため、脱いだまま放置されているシャツを手に取ると、物干し用のハンガーに引っかけた。

　脱衣所からキッチンへと向かい、冷蔵庫の中から、冷えたお茶を取り出しグラスに注ぐ。自分の分だけではなく、智哉くんの分も一緒に用意した。風呂上がりの水分補給は必須だ。お茶を飲み干しグラスを洗い、食器棚に片付けていると、上半身裸の智哉くんが現れた。

　外出前にすべての部屋の施錠とカーテンを閉めていたので、その姿が外から見えることはない。けれど、我が家には男の人は父しかおらず、父も風呂上がりに裸でうろつくなんてことはないだけに、目のやり場に困る。智哉くんはそんな私のことなんてお構いなしで、グラスに注いだお茶を一気に飲み干すと、シンクにグラスを置いた。

　私が言いだしたことだけど、家に智哉くんがいる。そのことを不思議に感じるとともに、今日は一人じゃないという安心感を覚える。

「らなの部屋の場所は変わってないな？　部屋に行くぞ」

　智哉くんはそう言うと、私の手を握った。つい今しがたお風呂に入ったばかりなのに、緊張から指先が冷たくなっている。それに気付いたのか、智哉くんは両手で私の手を包み込む。

「すぐに温めてやる」

　そう言って、私の部屋へと向かった。

　部屋のドアを開けると、電気を消していたので廊下の明かりが差し込んでいる。

「明るくしないほうがいいよな」

　智哉くんはそう言うと、机の上に置いていた照明用のリモコンに手を伸ばし、常夜灯を灯した。先ほどの浴室ほどではないけれど、やはり仄暗く、身体の陰影がくっきりと表れる。

「さっきも言ったように、嫌だと言っても止めてやれない。覚悟しろよ」

　そう言うと、私をベッドの上に横たわらせ、その上に跨がるように覆い被さると、噛み付くようなキスをした。

　キスをしながら私のパジャマの裾から手を差し入れ、肌を弄るその手の熱に、私の身体がビクンと反応する。

「下着、着けたのか？　すぐ外すのに……」

　智哉くんは私の耳元で囁きながら背中に手を伸ばし、ブラのホックを外された。途端に胸元の締め付けがなくなり、心許なく思った瞬間、反対側の手がパジャマの裾から入ってきて、重力に従って形が崩れた私の胸に触れた。

「バンザイして」

　そう言いながらＴシャツタイプのパジャマを脱がされると、私の上半身を覆うものがなくなった。

　常夜灯が逆光となり、智哉くんの表情は暗くて見えないけれど、筋肉質な腕がくっきりと映し出される。視線を感じて恥ずかしくなった私は、顔を背けた。そんな私に智哉くんはクスッと笑うと、穿いていたジーンズのポケットから正方形のパッケージを取り出してベッドの上に置き、ジーンズと下着を脱いだ。

「下も脱がすよ」

　智哉くんはそう言うと私のウエスト部分に手を持って行き、両手でパジャマのズボンを脱がせた。ショーツ一枚が、私の大切な場所を覆うのみ。

　先ほども浴室で裸を見られた上に、胸や敏感な部分を触られて、いくら部屋が薄暗いとはいえ浴室よりも明るいわけで、今さらながら恥ずかしさの波が押し寄せてきた。

　お店を出た時はお酒の勢いであんなことを口にしたけれど、浴室で汗を流し、恥ずかしい場所を触られて、酔いなんてとっくに醒めてしまっている。

　両手で自分の顔を覆うと、私の顔を見たいとばかりにその手を掴んで引き剥がす。引き剥がされた手は、頭上で縫い止められた。

「もう今さらだ。諦めて観念しろ。らな、優しくするから受け入れてくれ」

　目の前にいる智哉くんは、まるで知らない男の人のような表情を見せている。妖艶な雰囲気をまとい、色気が半端ない。思わず生唾を飲み込むと、再びクスッと笑われた。

「さ、力を抜いて。キスする時はどうするんだった？」

「……目を、閉じる」

「そう、正解」

　言われた通り、私は身体から力を抜いて目を閉じた。智哉くんは空いた手で私の頬を撫でながら、唇を重ねた。

　キスが段々と深くなる。角度を変えて、何度も唇を重ねる智哉くんの肌が、段々と私の身体に密着してくる。ベッドのスプリングがミシッと軋むたび、肌が触れる場所から確かな重みと熱を感じる。智哉くんが私に直接体重がかからないよう気遣ってくれるけど、私の両手は頭上でまとめられたままだ。これでは私も身動きが取れない。

　身をよじると、私が逃げると思ったのか、智哉くんは掴んだ腕の力を強めた。

「腕……離して。痛い」

　唇が離れたタイミングで、ようやく発した私の声に、智哉くんは掴んでいる手の力を緩める。

「じゃあ、腕を俺の首に回せ」

　智哉くんの声に、私は瞼を開き、自分の両手を伸ばして智哉くんの首に回した。自分から抱きつくような格好だ。

「うん。これなら、らなの顔が見える。……痛くしてごめんな」

　智哉くんの声に、首を横に振った。

「可愛い」

　智哉くんはそう言うと、私の耳を舐めた。舌のヌメヌメとした感覚がくすぐったい。

「ひゃっ……」

　思わず変な声が出てしまうけど、そんなのお構いなしに智哉くんのキスと愛撫は止まらない。私の腕を掴んでいた手は、いつの間にか胸の頂を弄っている。

　コリコリになった先端を指で摘んだかと思えば指先で弾いたり、てのひらで転がしたりと、常に刺激を与えてくる。

　耳を舐めていた智哉くんの舌は、いつの間にか耳から首筋へと移動し、鎖骨辺りでチクッと痛みを感じた。そしてそのまま頭が胸元にまで移動すると、手で私の胸を鷲掴みしながらその先端を咥え、チュウっと吸い付いた。

「あんっ……！」

「声、もっと聞かせて」

　胸元で智哉くんがそう囁き、反対側の胸にも同じく吸い付いた。

　初めての感覚に、戸惑いよりも身体の奥の、私の一番敏感な場所が疼いてどうにかなりそうだ。熱い何かが沁み出して、ショーツを濡らしているのがわかる。

　智哉くんの触れる場所が徐々に私の下半身へと伸びていく。胸から徐々に下半身へと舌を這わせていくせいで、常夜灯に照らされた私の身体は、智哉くんの唾液が反射してキラキラと煌めいている。

　そして、いよいよ私が唯一身に付けているショーツに手がかけられた。そのまま脱がされるかと思いきや……

　智哉くんはショーツのクロッチ部分に顔を埋めると、指でクロッチの上から大切な場所の入口を撫で上げた。

　先ほどとは違う刺激に私の身体が大きく跳ねると、クロッチ部分をずらして花びらを掻き分け、奥にある芽へとキスをした。

「ぁ……あんっ……!!」

「こんなに濡らして、可愛いな」

　私のショーツは、自分の身体から出ている蜜のせいで濡れて染みになっているだろう。内腿の奧から、蜜が溢れていることがわかるだけに、恥ずかしい。

　クロッチをずらした隙間から智哉くんが指を差し入れると、私の蜜をすくい取り、見せつけるかのように指を自分の口へと運ぶとそれを舐めた。

「凄いな、蜜が湧き上がって染みになってる。これ以上濡れないように脱がすぞ」

　その言葉に、私の羞恥心は増すばかりだ。

　智哉くんは宣言通り、私の腰からショーツを引き下ろそうと手を伸ばすけど、私の手がそれを阻んだ。でも、男の人の力には到底敵わない。あっという間にショーツを脱がされ、私は身体を覆うものがなくなった。

　何一つ身にまとうものがないということが心許ない。恥ずかしさのあまり、私は再び両手で自分の顔を覆うと、私の双脚の間から、智哉くんが上目遣いで私のことを見つめている。

「……もしかして、嫌か？　やっぱり止めるか？」

「そうじゃない。……ただ、恥ずかしいの。さっきは酔った勢いもあったし、それに……」

「それに？」

　私の下半身から身を乗り出し、智哉くんが再び私の上に覆い被さった。

「……こんなこと、初めてだし」

　ポツリと小さく呟いたひと言に、智哉くんは何を今さらとばかりに私の髪を撫でると、一房掬い上げ、そこにキスを落とした。

「らなの初めて……本当に俺でいいか？」

　口調は優しいけれど、指の隙間から見える表情は真剣だ。

　私の初めては、智哉くんがいい。そして、この行為が今日、この時だけだとしても、私は一生忘れない。

　私は小さく頷いた。

「わかった。恥ずかしいだけなら心配するな。恥ずかしさが気にならないくらいに蕩けさせてやる」

　智哉くんはそう宣言すると、再び私の唇にキスをした。

　ねっとりとした大人のキスに夢中で応えると、両手で私の身体を撫で上げる。私の不安を取り除くような、優しい手付きに、強張っていた私の身体から力が抜けていった。

　ようやく唇が離れると、唾液が糸を引く。

「俺に委ねろ」

　その言葉に、私は頷いた。

　身体中に慈しむようなキスと愛撫を施され、あっという間に私は心も身体もトロトロに溶かされていく。智哉くんから与えられる刺激に、声を我慢するのも必死だ。身体の奥から湧き上がる熱を逃したくて、無意識に足を動かせば、そこに智哉くんの身体の一部が触れた。

　それは硬く、大きく勃ち上がっている。初めて見る男性のそれに、理性が急に戻ってきた。今さらだけど、本当にあれが自分の身体の中に入るのかと不安が過ぎる。

　私の気持ちに気付いたのか、再び深く口付けをされ、耳元で囁かれた。

「最初は痛いかも知れない。でも、痛みを忘れるくらいじっくりと時間をかけてほぐしていくから」

　智哉くんの言葉に頷くと、智哉くんはチュッと音を立てて私の耳にキスをした。

　智哉くんは身体の場所を移動し、再び私の両足に顔を埋めると私の花びらに触れた。その一帯は、もう蜜が溢れて大変なことになっている。その蜜を指先に絡めると、蜜穴に挿し入れた。

　身体に違和感を覚えたけれど、まだ特に痛みは感じない。私の様子を窺いながら、ゆっくりと蜜穴の中で指を動かしている。と同時に、花びら奥の芽をそっと撫でられ、私の身体が大きくしなった。

「んっ……んんっ！」

「声、我慢しなくていい。これ、気持ちいい？」

　今日初めて知る感覚に、言葉がついてこない。

「わか……な、い……っ。……あ、あんっ!!」

「良さそうだな。声は気にするな、俺しかいないから、いくらでも啼いていい」

　智哉くんはそう言うと、再び中で指を動かし始めた。指の動きに反応して、私の腰は、自分の意思と無関係に動いている。そんな私の様子を見ながら、智哉くんは同時に突起にも刺激を与えた。

「ああっ……あっ、はあ……んんっ……！」

　智哉くんに全てを委ねた私は、いつの間にか理性を失い、ただひたすら与えられる快感の波に飲まれていた。蜜穴に挿し入れた指の本数が増やされていることにも気付かないくらい、溺れていた。啼かされて、喉から漏れる声が掠れていようが気にならない。それくらい、与えられる快楽に夢中だった。

　我を忘れて必死な私とは正反対に、智哉くんは全然余裕な表情だ。でも、時折見せる表情が煽情的で、私を求めてくれているのでは、少しは私のことを好きなのかと勘違いしてしまいそうだ。

　私は智哉くんから「好きだ」と言われていないし、私も直接好きだとは伝えていない。けれど、初めてを捧げるという言葉で、私の気持ちは伝わっているはずだ。本当なら、このようなことはお互いの気持ちを通い合わせた者同士がする行為だけど、智哉くんは私のことをどう思っているのだろう……

　でも、そんなことを考えている余裕はない。この機会を逃してしまえば、私は智哉くんとこんな風に身体を通い合わせるなんてないのだ。

　いよいよ「その時」を迎えたようだ。智哉くんが先ほどジーンズのポケットから取り出した正方形のフィルムを手に取ると、そのパッケージの封を切り、中から避妊具を取り出した。そしてそれを器用に自身の昂りに被せていく。

　私自身の蜜と、ゴムの匂いが混ざり合った何とも言えない淫猥な匂いが鼻に届いた。

「痛かったら我慢せずに言えよ。俺の身体、どこをつまんでも引っ掻いてもいい。らなの痛み、少しでも引き受けるつもりだから」

　智哉くんはそう言うと、再び私の両足をぐいっと大きく割り、その中心に向けて自分の楔を向けた。蜜穴から滴り落ちるそれを、自分の昂りにたっぷりと擦りつけ、私の膝に手を置くと前のめりに身体を傾けた。と同時に、私に体重をかけていく。すると、先ほどとは比べものにならない痛みと違和感が、全身を駆け巡る。

「……きっつ……らな、痛くないか？　大丈夫か？　痛かったら俺の身体、どこでも爪立ててもいいぞ」

　智哉くんの気遣いは嬉しいけれど、そんなこと、できるはずがない。どれだけ痛くても、智哉くんを傷付けるわけにはいかない。

　必死で横に首を振るも、ますます智哉くんの体重が私の身体にのしかかり、痛みは増す一方だ。

　ゆっくりと、じわりじわりとその痛みは増している。やせ我慢をしている私の表情を見て、智哉くんは膝から片手を放すと、その手で私の敏感なところに触れた。

「これで少しは痛みが紛れるといいんだけど……」

　そう言いながら、私に官能という名の極上な飴を与えた。このとても甘い飴と破瓜の痛みという鞭を同時に与えられ、どちらの刺激も耐えられなかった場合、私は一体どうなるのだろう。指が突起に触れると、優しく撫でられる。と同時に、太い楔は段々と私の身体の奥に突き刺さっていく。いろいろな感覚がいっぺんに訪れて、私の身体は痛みと快感、両方から逃げようと身を捩って暴れている。けれど、それを逃がさないと智哉くんも私の身体に刺激を与える手を止めようとしない。

「らな、深呼吸して。……そう、上手だ」

　いつの間にか私は色んな刺激のせいで意識が朦朧としていた。突起を指で擦られる刺激のせいか、目の前が段々と真っ白になっていく。智哉くんの言葉でようやく現実に引き戻され、言われる通り深呼吸をすると、少しだけ身体の強張りが解れ、そのタイミングを見計らっていた智哉くんは最後に力強く自身を押し付けた。

　一瞬目の前がチカチカとスパークした。視界は真っ白になり、意識が飛びそうになる。私の身体が大きく数回痙攣した。

「らな、奥まで入ったよ……って、もしかして、イった……？」

　まだ視界が真っ白なままの状態で、とても敏感になっている状態の今、少しでも身体に触れられると敏感に反応してしまう。「イった」という感覚すら、どういう状態かすらわからない私は、身体に力が入らず横たわったままだった。

　私の様子を見て、智哉くんはそのまま覆い被さると、何度目かの深い口付けをした。

「らなの身体が落ち着くまで、このままでいよう」

　そう言って、智哉くんは私の中で留まったまま私の身体をぎゅっと抱きしめた。

　智哉くんの腕に包まれた私は、安心感からそのまま意識が遠のいた。










第四章











　目が覚めると、私の身体の上には布団がかけられていた。カーテンの外はまだ暗く、時間の感覚がわからない私は身体を起こすと、お腹の奥から下半身にかけて、鈍い痛みが走った。加えて私には着衣がなく、布団を取ると素肌が丸見えだ。

　途端に智哉くんとのあれこれを思い出し、私は恥ずかしさのあまり再び布団を被り、肌を隠した。

　そういえば、智哉くんはどこにいるんだろう。それに、あの後一体……

　私は重だるい身体をなんとか起こし、ベッドから降りると、ベッドの横に私のパジャマと下着が揃えて置いてあるのが目についた。

　身体に触れると、特にベタつきは感じない。もしかしたら私が眠っている間に智哉くんがタオルで拭いてくれたのだろう。私は下着を身に付けるとパジャマに袖を通した。

　机の上に置いていた部屋の照明用リモコンで、部屋の灯りを点けると、薄暗さに目が慣れていたせいか、とても眩しく感じる。

　机の上に、私のバッグが置かれているのが見えた。

　私、部屋に持って入った記憶はないんだけど……もしかして、智哉くんが運んでくれた……？

　バッグの中からスマホを取り出して時間を確認した。ホーム画面の時計は、もう少しで日を跨ぐ。

　そしてそこには、通話アプリから受信通知が表示されている。私はロックを解除して、通話アプリの画面を開くとそこには、留守を心配する姉からのメッセージが届いていた。

　私はスマホを机の上に置いて、ふと机の横にあるゴミ箱へ視線を向けた。そこには、不自然に丸められたティッシュが捨てられていた。私、最近ティッシュをゴミ箱に捨てたかな？

　気になった私はゴミ箱の中を確認する。それは、先ほど智哉くんが装着していた避妊具と外装フィルムを包んだものだった。慌てて元通りティッシュで包み直し、ゴミ箱へと戻した。

　気を取り直し、私は部屋のドアを開けた。

　リビングの電気が点灯したままだ。私はぎこちない歩き方でリビングに向かうと、そこには――

　リビングのソファーで横になって瞼を閉じている智哉くんがいた。眠りが浅いせいか、私がリビングへ入った気配に気づいて目覚めたようだ。

「ん……らな、起きたのか？　身体、どうだ？」

　寝起きの声は、少し掠れている。ソファーから身体を起こすと、一度大きく伸びをして、そこに座り直した。

「大丈夫……お茶、淹れようか」

　言葉を発してようやく気付く。声が嗄れて、喉が痛い。痛みを感じることで、先ほどの一連の出来事が、夢じゃなかったと実感する。

「待て、俺がやるから。らなはここに座って待ってろ」

　キッチンへと向かおうとする私を制して智哉くんは立ち上がり、私をソファーへと座らせると、自らキッチンへと向かって行く。

　冷蔵庫の中から冷えたお茶を取り出して、食器棚からグラスを取り出すと、それに注いだ。

　智哉くんはキッチンでお茶を飲み干すと、私のグラスを持ってリビングへとやって来る。

「らなも声がガサガサだな。しっかり飲めよ」

　グラスを手渡しながらそう言われ、私は恥ずかしくてたまらない。浴室とベッドで散々啼かされて、この有様だ。しかもその張本人は、しっかり目が覚めたからか、もう声は元通りだ。

　私はグラスを受け取ると、中に注がれたお茶をほぼ一気に飲み干した。そんな私を智哉くんが見下ろしている。

「まだ飲むか？」

「ありがとう。もう大丈夫」

　智哉くんは私の手からグラスを受け取り、キッチンへと運ぶと再びリビングへ戻って来た。

「もう、酔いは醒めたか？」

　そう言いながら、私が腰を下ろしているソファーの隣に座り、私の顔を覗き込む。私は恥ずかしさのあまり顔を下に向けると、智哉くんはそうはさせまいと両手で私の頬を挟み、自分の方へ顔が向くように力を入れた。

「……ふっ、何か間抜けな顔だな」

　てのひらに力が入って顔が少し潰れているのだから、間抜けなのは当たり前だ。

「……ほりゃ、まぬへへひょ」

『そりゃ間抜けでしょ』と言ったつもりが、頬が潰れているため発音も間抜け過ぎて、お互い視線が合うと、笑いが込み上げてきた。

　お互いひと通り笑いが落ち着くと、智哉くんは咳払いをして、私の肩に腕を回し、そっと抱き締めた。私も智哉くんの背後に手を回すと、着用していたシャツの裾をキュッと握りしめた。

　服越しとはいえ、先ほどの行為や何やらがフラッシュバックして、途端に私の顔が熱くなる。智哉くんの胸の鼓動も、心なしか早い。

「……今日はちゃんと眠れるか？」

　密着しているせいで、智哉くんの声が頭に直接響く。

　私は無言で頷くと、前髪に隠れた額へ智哉くんの唇が触れた気がした。

　え……もしかして、今のってキス……？

　驚いて顔を上げると、智哉くんが真剣な眼差しで私を見つめている。と思ったら、突然私の額を突いた。

「よし。じゃあ、俺、今日は帰るわ」

　そう言いながら、ソファーから立ち上がった。

　え、今日は一緒にいてくれるんじゃなかったの？

　驚いた私は、そう言いたくても口にすることができずに、目を見開いて智哉くんを見つめた。

「……このまま泊まったら、ご近所の目もあるからな。それに……」

「それに……？」

　私の問いに、智哉くんは口に手を当てて何やら思案するけれど、続く言葉は濁されてしまった。

「……いや、何でもない。今日はゆっくり休めよ。玄関、戸締まり忘れるな。また月曜から頼むぞ」

　そう言って、我が家を後にした。




　智哉くんが帰った後、自宅に一人取り残された私は、ゆっくり休むどころか今日の出来事を振り返るとキャパオーバーで、明け方近くまで眠れなかった。

　智哉くんは、私のことをどう思ってるんだろう。

　男の人って、相手に対して恋愛感情がなくてもそういうことができるんだって、何かで読んだよな……

　ずっと好きな人がいるって言ってだけど、それってもしかして……いや、期待しちゃダメだ。だって、智哉くんは行為の最中ずっと『可愛い』とは言ったけれど、私に一度も『好きだ』って言ってはくれなかったのだ。

　明け方になり、ようやく訪れた眠気に誘われて微睡んでいると、毎朝目覚まし時計の代わりに設定しているスマホのアラームが鳴り響いた。

　日曜日なのに毎日早く起きることにしているのは、失業して自宅で療養中、それまでの疲労が一気に爆発して睡眠が昼夜逆転してしまったからだ。

　昼夜逆転を改善すべく、明け方まで眠れなかった日はそのまま眠らないよう頑張って起きていて夕方ベッドに入るようにしたり、天気のいい日は太陽光を浴びてみたりといろいろ試してみた。

　数か月かけて、ようやく朝も普通に起きられる生活に戻ったところでこんなことが起これば、私がまた眠れなくなることくらい、智哉くんもわかるはずなのにな……

　いや、幼馴染みとはいえそこまでの間柄ではないのだから、わかってほしいなんて考えはおこがましい。

　私はスマホのアラームを止めると、ベッドから起き上がった。

　眠気を払おうと、シャワーを浴びるため浴室へと向かう。下腹に違和感があり、歩き方がやっぱりぎこちないけれど、姉が今日、出張から帰ってくる。明日には両親も帰宅するから、それまでに普通通りに振る舞えるよう、気持ちを切り替えよう。

　パジャマと下着を脱ぎ、洗濯機に入れ、ふと洗面台に備え付けられている鏡に目が向いた。するとそこには――

　肉眼では見えないけれど、鏡に映った私の首筋ギリギリの場所に、赤い鬱血痕があった。着る服にもよるけれど、もしかしたらこれは隠せないかも知れない。

　虫刺されと言うには、ちょっと苦しいかな……

　私は鏡を見ながらしばらく悩んだけれど、風呂上がりに着る服は、首元がそんなに開いていないものを着ることにした。

　ゆっくりとシャワーを浴びた後、髪をドライヤーで乾かし、下着を身に付けるとタオルを洗濯機の中へ入れた。

　着替えを部屋に忘れていたため、再びパジャマに袖を通し脱衣室を出ると、一度キッチンへと向かう。昨日、智哉くんとお茶を飲んだグラスを片付けていなかったはずなので、それらを元に戻さなければ。

　シンクでグラスを綺麗に洗い、布巾で水分を拭き取り、食器棚へと戻す。時計を見ると、もうすぐ九時に差しかかろうとしている。軽く朝ごはんを食べようかと思ったけれど、全然お腹は空いていない。

　部屋に戻り、クローゼットの中から首回りが詰まった服を探し、袖を通す。これからしばらくは、この手の服じゃなきゃダメだろうな……

　部屋にある鏡を見ながら、溜め息を吐く。

　私は閉め切った部屋のカーテンを開け、外の光を取り込んだ。昨夜、雨が降ったなんて嘘みたいに、空は雲一つないいいお天気だ。

　ふと目についたゴミ箱には、昨夜の残骸が捨てられたままになっている。私はこれを、家族の目に触れないうちに処分した。

　することがなくなり、ベッドの上に横たわってみたものの、このまま眠ってしまいそうで、身体を起こした。

　そうだ、職場用のフレーバードリンクを買いに行こう。金曜日のやり取りを思い出した私は、立ち上がって出かける支度を始めた。もう着替えは済ませているから、軽く化粧をして、近所のお店へと向かった。

　どれが二人の好みの味なのかわからないので、無難にカフェラテと抹茶ラテの二種類を購入した。事務所に来客などは滅多にないとのことだけど、もしもの時に備えてお茶請けに個別包装されているチョコレートも一緒に購入した。

　チョコレートなら日持ちするし、来客がなくても二人が仕事で忙しい時や小腹が空いた時などに、ちょっと摘んでもらえるだろう。

　エコバッグに購入した商品を詰めると、私は職場のある雑居ビルへと向かった。

　米森さんは今日、用事があると言っていたから事務所にはいないはずだ。そして智哉くんも、納期が終わって今日はのんびりと休んでいるだろう。短時間バイト勤務ではあるけれど、もしもの時を想定し私にも事務所の鍵を渡されているので、荷物を置いて帰るつもりだった。

　事務所の鍵を開け、シンク横に置かれた食器棚の中に、買ってきたフレーバードリンクを入れた。食器棚の足元にある引き出しに、チョコレートを入れ、帰ろうとしたその時、窓の外に智哉くんの姿が見えた。

　昨日の今日で顔を合わせるのが気まずい私は、事務所の扉に鍵をかけ、パーテーションで仕切られた応接スペースへと身を隠した。智哉くんの席から、応接スペースの中は見えないから、とりあえず大丈夫だろう。スマホの電源を落としたところで、扉をガチャガチャと開錠する音が聞こえた。

　私は応接スペースの死角になる場所へ隠れて様子を窺うことにした。

　鍵が開いて、智哉くんが入ってきた。誰かと通話中らしく、話しながら自分の席に着くと、引き出しを開けて何かを探している。その際、スマホを机の上に置いてスピーカーボタンを押したらしく、ハンズフリー状態だから、会話が筒抜けだ。

「……ああ。近く、挨拶に行くよ」

『私たち、本当に家族になるのね』

「まぁ、そうだな……あ、あった」

　ここから智哉くんの席は見えないけれど、引き出しの中から何かを取り出して机の上に置いたようだ。

『私はこの日が来ること、首を長くして待ってたのよ？　それより、あったって何？』

「ああ、それは……そこは察しろよ」

　智哉くんはそう言いながら、机の上に置いた荷物を持って来た鞄の中にしまっている。

『ふふっ、いろいろと楽しみだわ』

「それじゃ電話切るぞ」

『了解、じゃあね』

　通話が終わると、智哉くんも用が済んだからか席を立ち、足早に事務所を後にした。扉を施錠する音が部屋に響き渡り、智哉くんの足音が遠ざかる。

　私は応接スペースから動けなかった。

　今のって……何？　通話の内容もだけど、問題は通話相手だ。この声を聴き間違えるはずはない。なぜなら、智哉くんと意味深な会話をしていたのは、私の姉だったのだ。

　二人とも、お互いに好きな人がいるから付き合っていないって言ってたのは、嘘だったの？

　挨拶って何？

　頭の中は疑問でいっぱいだ。

　昨日のあれは、どういうつもりで私にあんなことをしたんだろう。やっぱり好きって気持ちがなくてもできちゃうものなの？

　私の頭の中は、二人の会話がリピートしていて他のことを考える余裕なんてない。

　こんな時に限って時間が経つのはあっという間で、気がつけば外は夕日が傾いていた。

「……ああ、今日、お姉ちゃんが帰ってくるんだっけ」

　ポツリと呟く自分の声が、まるで他人の声のように聞こえる。

　荷物を手に、ノソノソと出入り口へと向かっていると、再び鍵穴に鍵を刺してガチャガチャと開錠する音が聞こえた。

　智哉くんだったら会いたくないけど、隠れるにはもう間に合わない。覚悟を決めて、俯いて目をギュッと瞑っていると……

「あれ、らなちゃん!?　こんな時間にどうしたの？」

　頭上から聞こえたのは、米森さんの声だった。

「米森、さん……あの……今日、インスタントのフレーバードリンクを買ったので、持って来たんです」

　どもりながらも本来の用件を伝えた。但し、いつ来たか時間までは言えなかった。

「そうなんだ。僕はブルーライトカットの眼鏡を取りに来たんだ」

　米森さんはそう言うと、自分の机の上に置いているノート型パソコンの上にある眼鏡を指差した。

「家にもブルーライトカットの眼鏡はあるんだけど、今朝うっかり踏んづけてフレームが壊れちゃって。修理に出したとこなんだ。……って、らなちゃん、何かあった？」

　夕暮れ時で事務所内は電気も点けていない。加えて私は俯いたままだから、表情を見られたわけではないけれど、ついうっかり声のトーンがいつもより低かったせいで、気付かれてしまった。

「…………」

　返事なんてできるわけない。萎縮してしまっている私に、米森さんは事務所の電気を点けると着席を促した。

「らなちゃん、フレーバードリンク買ってきてくれたんだろう？　それ、早速いただこう」

　そう言うと米森さんは電気ケトルに水を入れてスイッチを押し、お湯が沸くまでにマグカップの中に抹茶ラテのフレーバーの粉末を入れた。

「あ、あのっ……下の引き出しの中に、お茶請け用のチョコレートがあるんですが」

「おっ、いいね、チョコレート。せっかくだしそれ摘みながらお茶しよう」

　席を立とうとする私を制して、米森さんはテキパキと動いてくれる。チョコレートの入った袋をハサミで封を切り、中に手を突っ込むと、チョコレートを一掴みして抹茶ラテと一緒に机の上に置いた。そうして米森さんは自分の椅子を私の席の隣に運んだ。

「さ、僕で良かったら話を聞くよ」

　準備万端でそう言われたら、私も逃げ場がない。

　米森さんも私と智哉くんが幼馴染みだということを知っている。さすがに昨日のことまでは話せないし、困って俯いていると、米森さんがポツリポツリと話を始めた。

「実は僕も、らなちゃんと一緒で、前の会社をリタイア組なんだ」

　唐突な身の上話に、私は顔を上げた。

「やっと顔上げたね。飲みながら話そうか」

　そう言って、私の目の前の抹茶ラテを勧めるので、私はマグカップを手に取った。

「僕ね、前の会社でもＳＥやってたんだ。企業からコンピューターシステムの開発や設計を請け負う仕事なんだけど、トラブルが発生すれば昼夜関係なくクライアントから呼び出しがかかるし、作業は常に時間との勝負。日が変わる時間までに帰宅できた試しは一度もない」

　米森さんの話に、社畜時代の私の姿が重なって見えた。

「そんな不規則な生活が続いたら、当然身体を壊すよね。僕も、仕事中に倒れてドクターストップがかかって退職したから、らなちゃんと一緒だよ」

　まさか米森さんも同じ境遇だとは思わなかった。驚いて何も言えないでいる私をよそに、言葉を続ける。

「退職して、療養中に智哉から連絡があってさ。また社畜にならなきゃいけないのかと一度は断ったんだけど、僕にできることって言ったら、結局はこれしかなかったんだ。また社畜に戻るのかって、ものすごく葛藤した」

　確かにそうだろう。ＳＥの仕事で体調を崩して現場を離れたのに、同じ職種での再就職を決めるまで、たくさん悩んだに違いない。

「智哉からＯＲＩＨＡＲＡの子会社としてこの会社を立ち上げたいと声をかけられて。でも、子会社だからこそ他社のシステム開発に携わらない分、身体は楽だ。現在のＯＲＩＨＡＲＡ専属ＳＥやプログラマーも、来期からはこっちに所属部署転換という形で動いている。ある程度軌道に乗れば、ＯＲＩＨＡＲＡのＳＮＳサイト内で使えるアプリ開発に着手する予定なんだ」

　来期から人員増加と聞き、ここで仕事をするには手狭になるのではと余計なことを考えていると、米森さんが心情を吐露した。

「僕はさ、あいつからＯＲＩＨＡＲＡの子会社を立ち上げるって話を聞かされた時、わざわざ分社化しなくても社内で部署を新設すればいいのにって思ってたんだ」

　ちょっと意外な話に、私は黙って耳を傾けた。

「だってさ、子会社とはいえ、ＯＲＩＨＡＲＡとは違う名前で、会社に関係ない僕が共同代表。極め付きは、従業員が、らなちゃん含めて三人なんてありえないって」

　言われてみれば確かにそうだけど、きっと意図があってそうしているのだろうし、何かあった時には親会社であるＯＲＩＨＡＲＡが介入するだろう。

　初めて聞く話に、私は頷いて返事する。

「僕たちは、らなちゃんのこと、最終的に森原の事務員として正規雇用するつもりだよ。だから……嫌じゃなかったらこのまま僕らと一緒に頑張ってみない？」

　唐突な発言に、思わずマグカップを落としてしまいそうになるくらい驚いた。

「経理や人事に関すること、僕らはさっぱりわからないから、今はそれをＯＲＩＨＡＲＡに丸投げしてるんだけど、子会社として設立した以上、それらもきちんとうちで管理できるようにならなきゃだし」

　これは、資格取得でそれらを勉強しなさいということだろうか。

「あくまでこれは僕の希望であって、無理強いはできないんだけどね。……で、そろそろ本題に入ろうか。昨日、あいつと何かあった？」

　身の上話からこの流れで、私が黙秘を貫く空気ではなくなっている。でも、たった三人の会社で就職早々色恋沙汰だなんて、米森さんにどう思われるか……

　黙ったまま何も言えない私に、米森さんは苦笑いしながら抹茶ラテを口に含んだ。私もマグカップに口を付けた。ちょっと熱いけど、甘さが身体に沁みる。朝から何も食べていなかったせいもあり、私のお腹がキュルルと鳴った。

　恥ずかしくて一気に顔が熱くなったけど、米森さんはふとスマホを取り出し待ち受けの時計に視線を落とした。

「そろそろ夕飯の時間だもんな、お腹空くよな。どうする？　良かったらファミレスで軽く何か食べて帰る？」

「でも……」

「そんな顔して家に帰ったら、ご両親が心配するよ？　がっつり食ってもいいし、スイーツでもいい。とりあえず何か口にすれば？」

　そんなにひどい顔をしているのだろうか。不安気に米森さんに視線を向けると、私のマグカップを手に取り、シンクへと向かった。

「これ洗って片付けたら一緒に出よう。それまでらなちゃん、チョコレートでも食べて待っていて」

「あ、私がやりますっ」

　米森さんにそんなことをさせるのは申し訳なく思い、席を立ったけれど、マグカップ二つを洗うだけだからすぐに終わる作業だ。あっという間に片付けられてしまった。

「終わったよ。さ、とりあえずここから出よう」

　米森さんに背中を押される形で事務所を後にすると、必然的に並んで歩くことになった。食事に誘われたけれど、昨日に続いて二日連続の外食は、お腹もお財布も厳しいのでお断りしようと口を開こうとしたその時――

「らなっ……！」

　前方から、血相を変え、慌てた様子の智哉くんが駆け寄ってくる。そして、隣に米森さんがいるにも拘らず、私をギュッと抱きしめた。

「お前、今まで一体どこにいたんだよ!?　一花から通話が繋がらないって連絡が来て、ずっと探してたんだぞ！」

　一方的に責められるような口調で捲し立てられ、加えてここで姉の名前が出てきた時点で、私は午前中、二人が通話でやり取りをしていたことを思い出した。

「……無事で良かった。事故か何かに巻き込まれたのかと思ったら心配で居ても立ってもいられなかったんだからな」

　私を抱きしめる腕を振り解くこともできず、ただ呆然とする私と、その隣で呆気に取られている米森さんと、側から見ればさぞ滑稽だろう。

「これは、夕飯って空気じゃなくなったな。らなちゃん、また今度、改めてごはん食べに行こう。……それと、智哉。いつまでそこでらなちゃんを抱きしめてるつもりだ？　お前、かなり目立ってるぞ。じゃあ、また明日」

　米森さんはそう言って、その場を去っていくものだから、私と智哉くんはこの場に取り残される。遠巻きにこちらへと向けられる周囲の視線が痛いけど、智哉くんはお構いなしだ。

「智哉くん……っ、ここ、外」

「わかってる。それだけ心配したんだ。見たいやつには見せときゃいい」

　そう言ってしばらく離してくれなかったけれど、智哉くんのスマホに着信があり、ようやく抱擁が解かれた。

　ポケットからスマホを取り出し、着信画面を見て智哉くんはすぐ通話ボタンを押した。そして短い言葉を発する。

「いた。今一緒にいるから安心しろ」

　どうやら姉からの着信のようだ。

『良かった……』

　智哉くんのスマホのスピーカーから、姉の安堵する声と同時に、ギシッとスプリングの軋む音が漏れ聞こえる。多分私が無事だと聞いて力が抜け、ソファーかベッドの上に座り込んだのだろう。

　社畜時代もそうだけど、休日に私がこの時間、外にいること自体珍しい。加えてスマホの電源を落としていたせいで、誰とも連絡がつかない状態だったから本気で心配をかけてしまっていたようだ。

「とりあえず、一旦切るから」

　智哉くんはスマホの通話を切ると、私の手を引いて歩き始める。ギュッと握られたその手からは有無を言わせない意志が感じられ、私は黙ってついて行くしかない。

　智哉くんが向かったのは、近くの公園だった。

　夕陽も沈み、辺りは薄暗くなり始めているため、周囲には誰もいない。

　ベンチに腰を下ろすように促され、私が座ると智哉くんもその隣に腰を落とした。手は握られたままで、逃げ場はない。俯いたままの私に、智哉くんが問いかける。

「今日、一日どこにいたんだ？　昼から連絡入れても既読にならないし、電話をかけても繋がらない。昨日のことで、もしかして俺のこと、避けてるのか……？」

　答えられるわけがない。

　偶然とはいえ、姉との意味深な会話を聞いてしまったし、昨夜だって『好き』と言われることなく身体を繋げてしまったのだ。ずっと好きな人がいるって言っていたのにこんなことになって、きっと智哉くんは後悔しているのでは……？

　握られた手に私から力を込められない。

　質問に答えられない私に、智哉くんは追い討ちをかける。

「もしかして……らなは昨日のこと、後悔してる？」

　そんなわけないのに。後悔なんてするはずないの、わかってるくせに、何でそんなこと言うの？

　悔しくて、泣きそうになるのを必死で堪えた。『後悔しているのは智哉くんのじゃないの？』と言いたいのに、上手く言葉にすることができず、モゴモゴしている私の言葉を聞き逃すまいと智哉くんが耳を傾けてくれている。

「…………」

「ん？　何て言った？　らな、もう一度言って？」

「……智哉くんは、後悔……してない？」

　蚊の鳴くような声で呟く私に、智哉くんが被せるように言葉を発した。

「するわけないだろう？　俺はずっと、らなとああなることを待ち焦がれていたんだから」

　今の声は、幻聴だろうか。私の耳が都合良く言葉を脳内変換しているだけ？

　咄嗟に信じられず、顔を上げて智哉くんを見つめると、智哉くんは昨夜と同じ――いや。それ以上に熱を孕んだ瞳で私のことを見つめている。

「う、そ……」

「嘘じゃない。小さい頃からずっと、らなは俺の中で特別な女の子だったんだ。ようやく手に入れたんだから、もう離さない」

　そう言って、私の頬に手を添えた。私の頬が熱を持っているせいか、それとも智哉くんが緊張しているせいか、指がひんやりと感じる。

　しばらく見つめ合っていたけれど、公園内に設置されている誘蛾灯に虫が当たったのか、バチバチッと放電する音が響き、お互い我に返った。

「らな、自分の名前の由来、知ってるか？」

　唐突な質問に、私は目を瞬しばたかせた。

「ラナンキュラスのお花から取ったって、お母さんから聞いた。春生まれの私にぴったりだって……」

「その名付け親って、誰か聞いてる？」

　名付け親の話までは聞いたことがない。姉の名前が一花だし、お花の名前に由来するとだけ聞かされていて、家族で相談して決めたものだとばかり思っていたから、誰が付けたとか気にしたことすらなかった。

　私は首を横に振ると、智哉くんが答えを教えてくれた。

「実は、俺なんだよ」

「……!?」

「おばさん、妊娠中切迫早産の危険があるからって、妊娠後期からずっと絶対安静でさ。一花は日中、幼稚園から帰っておじさんが帰宅するまでうちに預けられてたんだ。らなが生まれたあの日は、めずらしくおじさんが幼稚園に一花を迎えに来て、その足で二人が病院に向かって」

　私の出生時の話に、黙って耳を傾けた。

「次の日、幼稚園で一花が散々俺に自慢するんだよ。赤ちゃんがめちゃくちゃ可愛いって。だから俺も、病室へお見舞いに行くのに着いて行ったんだ。そうしたら病室にラナンキュラスのアレンジメントが飾られていてさ。まだ目も見えないはずのらなが、そのアレンジメントを見て笑ったように見えて。おばさんに花の名前を聞いて、『らな』ってつけてほしいってお願いしたんだ」

　まさか自分の名前が智哉くんの言葉で決まったなんて、思っても見なかった。初めて聞く驚愕の事実に、何と言葉にすれば良いのかわからない。両親や姉も、今までそんなこと一度も口にしたことはない。

「赤ん坊のらなは、本当に小さくて可愛くて、触ったら壊れるんじゃないかと思うくらい儚くて。だから、俺と一花でらなのことを守るんだって、張り切っていろいろお世話してた。だから小さい頃の写真には、大概俺も一緒に写り込んでいただろう」

　たしかに私の小さい頃の写真には、姉と智哉くんが一緒に写っているものばかりだ。

「小さい頃は、妹がいたらこんな感じなのかと思ってたけど、いつしか妹とは思えなくなった。まあ実際、本当に妹ではないんだし」

　懐かしい過去を振り返る智哉くんから、私は目が離せないでいる。

「でも、そんな素振りなんて全然。……それに、ずっとお姉ちゃんとの噂も絶えなかったし」

　私の問いに、智哉くんは苦笑いで答えてくれた。

「ああ、それな。……誤解のないように言っとくけど、一花には昔から俺の気持ちなんてバレバレなんだよ」

　え、どういうこと……？　咄嗟に言葉の意味が理解できなくて、首を傾げる私に、智哉くんは言葉を続ける。

「らなが生まれた時からずっと、俺がらなを誰よりも可愛がっていたのを一花は間近で見てたんだから、その時点でお察しだろう？　俺たちが中学生になった時、小学生のらなとは接点がなくなるかも知れないと思って必死だったんだよ」

「それって……」

　もしかして、付き合っていたという噂は、智哉くんが言うように、本当に嘘だった……？

「中学生の俺にロリコンって噂が流れたら、小学生のらなにも迷惑がかかるだろう。それなら一花と噂になるほうが、間接的にらなを守れると思って、一花に協力してもらってたんだ。だから俺は、一花に頭が上がらない」

「じゃあ、挨拶って……」

　思わず口走ってしまった言葉に、すかさず智哉くんが反応する。

「は？　挨拶って……え、ちょっと待て。もしかして、今日、一花と通話していた時、事務所にいたのか？」

　先ほどまでと声色が変わり、なんだか焦っているようだ。

　誤魔化そうにも誤魔化しきれず、私は躊躇いながら頷くと、智哉くんは「マジかよ……」と呟きながら天を仰ぐ。

　しばらくして覚悟を決めたのか、智哉くんは改まって私に身体を向けた。釣られて私も智哉くんのほうに身体を向ける。すると、智哉くんが深呼吸をひとつ吐き、言葉を発した。

　ずっと、私のほしかった言葉を……

「昨日のこと……酒の勢いとは言え、日頃思っていることを口に出せないらなが一緒にいたいと言ってくれたこと、本当に嬉しかった。俺、らなのことが好きだ。妹としてじゃなく、ずっと前から一人の女性として……昨日は舞い上がって暴走してたから、告白をすっ飛ばして不安にさせてごめん」

「ホント、に……？　お姉ちゃんじゃなくて、私で、いいの……？」

「一花も俺も、お互いのことをそんな目で見てないよ。俺たちはらなのことを大事に思う同志なんだから。俺は、らなじゃなきゃダメだ。だから、らなにプレゼントしたマグカップを今でも大事に取ってくれていたこと、本当に嬉しかった。それもきちんと言葉にすれば良かったな……」

　これは、夢だろうか。

　私にとって都合のいい夢……

　そう思っていると、智哉くんが言葉を続ける。

「誤解のないように言っておくけど、らなに関することはお互い報告する約束をしてて。らなの歓迎会をすることは、事前に一花にも伝えてたから、無事に家に送り届けたか確認の電話だったんだ。さっきも言ったように、俺のらなに対する気持ちは昔から一花にバレバレだし」

　智哉くんの言葉に、相槌を打つ代わりに頷いた。すると……

「でも……その……一花に昨日のことがバレてさ」

　その言葉の意味を理解するのに、数秒時間を要した私は、途端に恥ずかしさのあまり、手で顔を覆った。

　何でも報告するって言っても、そんな閨事情まであけすけに話すだなんて……

「やだ……今日、帰ってお姉ちゃんに会うの気まずいんだけど……」

「これはさすがに俺も自分からは言ってないぞ！　いろいろとカマかけられてつい……でも一花的には、らなは奥手だから俺から行動を起こさないと、一生そういう関係にならないって思ってたらしくって、喜んでたぞ」

　智哉くんも照れながら、でも必死になって私に伝えてくれるその姿に嘘はなさそうだ。

「身内にそういう目で見られるの、恥ずかしいんだけど……」

　帰宅後のことを考えたら恥ずかしくて、蚊の鳴くような声で呟く私に、智哉くんは大きな爆弾を投下した。

「そうか？　一花もだけど、兄貴や両家の親たちは、ずっとこうなるように願ってたぞ？」

「……え？　どういうこと……？」

「言葉の通りだよ。とりあえず、一花が心配してるから、一度帰ろう。それよりも、スマホの電源切ってるのはわざとか？　充電がないなら、何かあった時のためにもモバイルバッテリーを持ち歩けよ」

　その言葉で、スマホの電源を落としたままにしていたことを思い出し、私はバッグの中からスマホを取り出した。そして電源を入れると……

　そこには夥おびただしい数の通知が表示されている。その通知は電話だけではなく、無料通話アプリやメールなど、ありとあらゆる私に繋がるツールにまで及んでいた。

　それぞれのアプリを開くと、そのほとんどが姉と智哉くんからだった。無料通話アプリを開くことで、既読が表示される。すぐさま姉から、涙を流す猫のスタンプが送られてきた。

「どれだけ俺たちがらなのことを心配していたか、これでわかっただろ」

　私のスマホを覗き込みながらそう言われると、頷くしかない。智哉くんは立ち上がると私の頭に手をポンと乗せ、そっと私の頭を撫でた。

「よし。じゃあ帰ろう。……話をちょっとだけ戻すけど、今日、らなはどこにいたんだ？」

「朝、フレーバードリンクを買いに行って、その足で事務所に行って……」

　今日の行動を振り返り、答えると……

「それで通話の内容を聞いたんだな。……で、その後は？」

「……智哉くんとお姉ちゃんが、挨拶がどうとか言っていた意味をずっと考えてた」

「もしかして、ずっと事務所にいたのか？」

　私が無言で頷くと、智哉くんが盛大に溜め息を吐く。

「でもどうして理生が一緒にいたんだ？」

　さっきから質問攻めだ。

「米森さん、自宅用のブルーライトカットの眼鏡を壊しちゃったとかで、夕方それを取りに来たの」

「事務所で鉢合わせただけ？　それ以上、何もない？」

「うん。何なら米森さんにも聞いてくれても……」

「いや……そこまですると嫉妬丸出しで、後から揶揄われるだけだ。もう暗くなったことだし、帰ろう」

　智哉くんはそう言うと、私が立ち上がるのを待ち、すかさず私の右手を掴むと歩き始めた。こんなことに慣れていない私は、その半歩後ろを歩こうとすると、智哉くんが立ち止まる。

「らな、恥ずかしいかも知れないけど、もう俺の彼女なんだから堂々と横に並んで歩けよ」

「彼女……」

「そうだろ？　それとも、まだプロポーズしてないけど、嫁って言ったほうがいいか？」

　昨夜から私の心臓は爆発しそうだ。

　二十五年生きてきて、初めてのことばかりでどう返答するのが正しいのかわからない。

　私の反応を見て、智哉くんはクスクス笑っている。

「さ、帰ろう」

　私は、智哉くんの隣に並び、一緒に歩き始めた。
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　智哉くんと一緒に自宅へ戻ると、玄関先で私たちを待っていた姉が駆け寄ってきた。

「らな……っ、どこ行ってたの？　家に帰ったらいないし、全然連絡がつかないし、めちゃくちゃ心配したんだよ」

　そう言うと、私をギュッと抱きしめた。

　ここまで心配をかけてしまったことに申し訳なく思いながらも、私も成人しているのに、いつまでも子ども扱いされているなと感じる。けれど、姉は昔からこうして私がいつもと違う行動を取ると、いつも以上に心配してくれていた。それは年齢を重ねた今も変わらない。

「ごめんなさい……」

「とにかく無事で良かった……智哉なんて、らなと連絡がつかないって、こっちがびっくりするくらい留守電やらアプリにメッセージガンガン寄越してきて。その時私は移動中だから通話できなかったんだけど、帰ってきてから本当にもう大変だったんだからね」

　姉の言葉に智哉くんが珍しく反論する。そんな二人のやり取りがなんだか意外で、私は黙ってその様子を窺った。

「そういう一花こそ半泣きだっただろ。『帰宅したららながどこにもいないし、アプリに既読がつかないのぉ』ってさ」

「ちょっ……らなの前でそんなこと言わないでよっ！　あんたこそオロオロして『いなくなったのは俺のせいかも』なんて言ってたくせに」

「それこそこの場で言うことじゃないだろ？」

　今まで私に見せたことのない二人の言い争いが始まった。

　段々ヒートアップしていく口論と、こんな二人を今まで見たことがなかった私は、どうすればいいかわからない。ハラハラしながら二人のやり取りを見守ることしかできないでいる。

「いや、この際だから言わせてもらう。お前、らなの情報横流ししてくれるって割に、その情報がいつも遅かったよな？　みんな知ってることをさも最新情報だと勿体ぶってただろ」

「はぁ？　じゃあ私も言わせてもらうけど、あんたに告白してくる女子からの恨みを一身に背負ってた私に対して、労いたわりの言葉ひとつかけてくれたことなかったよね？　こっちはみんなに角が立たないように猫かぶってたのに、陰で笑ってたの知ってるんだよ？　それくらいのことで目くじら立てないでよね」

「それくらい……？　言ったな。大体な、お前が……」

　目の前で繰り広げられる言い争いの原因が自分にあるだけに、居た堪れない。この場を丸く収めるにはどうすればいいかと考えた瞬間、私のお腹の音が鳴った。そして、その音を聞いた二人はピタリと言い争いを止めた。

「おい、夕飯何か用意してあるのか？」

　智哉くんが姉に問いかける。

「ごめん、私は外で軽く済ませたから、何もしてない。今から有り合わせで何か作るわ。智哉、どうせあんたも一緒に食べて行くつもりなんでしょ？　手伝いなさいよ」

　姉はそう言うと、ひと足先に家の中へと駆け込んで行く。私たちがリビングに入ると、姉は既にエプロンを着用してキッチンや冷蔵庫内の食材をチェックし始めた。

「らなは座って待っていて。すぐだからね。ほら智哉、こっちに来て手伝いなさいよ。少しはらなにいいとこ見せなさいよね」

　私への態度と智哉くんへの態度が明らかに違う。私の知ってる姉は、誰にでも優しくて気遣いができて世話好きな人だったはずなのに、こんな風に智哉くんと言い合う姉を見るのは初めてだ。

　昨日から驚くことばかりで、自分の感覚がいい加減そろそろおかしくならないかと心配になる。

「全くあいつは昔から人使いが荒いよな。ちょっと手伝ってくるわ。多分俺が手伝ったところで邪魔扱いされてキッチンから追い出されるのが目に見えてるけどな」

　智哉くんがそう私に耳打ちすると、姉がこちらに視線を向けた。『さっきから私の悪口言ってるの？』とばかりに眼光が鋭い。

「早く手を洗って手伝いなさいよね」

　姉が智哉くんにそう言うと、智哉くんも、投げやりな返事をしてキッチンへと向かった。

　私は荷物を置くため一度部屋に戻り、カーテンを閉め、手を洗おうと洗面所へ向かう。

　たった一日で大きな変化が起こり、これは夢なのか、それともドッキリなのかと疑いたくなる。けれど首に付いた赤い痕と、下半身に感じる違和感が、現実であることを教えてくれている。

　私は蛇口から勢いよく流れ出す水に手を浸し、手を洗った。洗面台の横にかけられているタオルで水分を拭き取り、リビングへ向かうと、キッチンには姉の姿しか見えない。

「あれ、智哉くんは……？」

　私が戻ってきたことに気付いた姉は、こちらに顔を向けた。

「ああ、野菜サラダ作らせようと思ったのに、トイレに行ったっきり戻って来ないのよ。全く役に立たないったらありゃしない。それよりらな、お腹空いてるんでしょう？　今、パスタ茹でてるから、もう少しでできるよ」

「ありがとう。じゃあ、サラダは私がするよ」

　私も姉と並んでキッチンに立った。

　冷蔵庫の野菜室に入っているレタスとトマトを取り出すと、それらを水道水で洗う。

　まな板の上でトマトをカットしたり、洗ったレタスを手でちぎって器に盛り付けたりと、ある程度の作業が終わったところで智哉くんが戻って来た。

「あんたねぇ、早くこれらをテーブルに運びなさいよ。結局何も手伝ってないんだから、これくらいやってよね」

　姉の言葉に、智哉くんが反論する。

「よく言うよ。俺がキッチンに入ったら、『図体デカいから邪魔だ』って追い出したのお前だろ？」

「だって私の行くところに立ち塞がって邪魔するんだもん。ここまで役に立たないとは思わなかったわよ」

　再び二人の口論が始まって、私はどうすれば二人の仲裁ができるか考えてもどうにもならず、オロオロとするばかりだ。

「あ、あのっ……！」

　私の声に、二人が同時に口を閉ざす。そして智哉くんが盛り付けの終わったパスタ皿を手に取ると、ダイニングテーブルへ運んだ。私もサラダを盛り付けた器を手に、後に続くと姉が冷蔵庫からドレッシングを出してくれた。

　テーブルに配膳が終わり、各自が席に着く。私と姉は自分の席に、智哉くんは昔から帰宅が遅い父の席に座っていたけれど、今日もやっぱりそうだった。

「あ、あの……」

　改めて私が口を開くと、二人の視線が私に集中する。

「二人って、いつもこんな感じなの？」

　私の声に、二人がお互い顔を見合わせる。そして姉が先に口を開いた。

「そうよ。こいつ、らなのことしか頭にないから、私に対する扱いなんて本当に雑なのよね」

　すると、その言葉を聞いた智哉くんが、負けじと反論する。

「よく言うよ、そう言う一花こそ、兄貴のこと好きだからってお互い協定結んだのに」

「そうよ。私、小さい頃から一哉くんのことが好きだったのに、知らないうちに彼女ができて、いつの間にかその彼女と結婚しちゃってるじゃない。一哉くんに彼女ができた時、すぐに教えてくれなかったじゃないの！」

「だからそれは不可抗力だったって、何度も言ってるだろう？　俺だって兄貴に彼女ができたって聞かされたことすらなかったし、彼女をうちに連れて来た時は、結婚報告だったんだから」

　二人の態度はそれまでの私に対する態度とまるで違うため、本当にこれが同一人物なのか信じられない。

　でも二人の話を聞いて分かったことは、智哉くんは私を、姉は一哉くんのことが好きだということ。そして、お互い身内だから情報共有で協力し合うと約束したものの、一哉くんが知らないうちに彼女と婚約、結婚したため、情報が遅いと姉が智哉くんに腹を立てていること。そんな姉の態度に釣られて、智哉くんも口が悪くなっているみたいだ。

　私にとって、二人はとても優しくて頼りになる存在だ。そんな二人がこれだけ遠慮なくものが言い合えることに、幼馴染みとして長年の付き合いの差を感じ、羨ましく思える。

「おい、いつまでもしゃべってばかりいたら、らなが飯食えないじゃないか。らな、いい加減腹減ってるだろ？　もう食おうぜ」

　智哉くんはそう言って、カトラリーの中からフォークを取ると、私に手渡した。それを受け取ると、姉は席を立つ。

「飲み物がないわね。あったかいお茶淹れるから、ゆっくり食べて」

　そう言うと再びキッチンへと向かった。

　智哉くんは私の正面に座っており、フォークにパスタを巻き付けると自分の口へと運ぶ。その目は私に「早く食え」と言っている。私も手にしたフォークにパスタを巻き付け、口に運んだ。

　昨夜から何も食べていないせいで、固形物を口にするとお腹が痛くなる。なので、二人にこれ以上心配をかけないようしっかりと咀嚼して、時間をかけて食事をした。

　対する智哉くんはあっという間に完食し、姉にお代わりを作ってもらっている。姉は何だかんだと文句を言いながらもお代わりを作ってあげる辺り、世話好きな一面が垣間見える。

　ようやく食事が終わり、お茶も飲み干すと、智哉くんが口を開いた。

「今週の土曜日、おじさんたちに時間を作ってもらうから、二人も予定を入れずにいてほしい。……って、いてっ！　一花、俺の足、蹴るなよ！」

「あんたねぇ……っ、そういうことは、らなにちゃんと言うこと言ってからにしなさいよ」

　どうやら机の下で、姉が智哉くんの足を蹴ったようだ。ガツンと音も聞こえるくらいだから、その威力は強烈だと思われる。

「ああ、そうだな。……らな、今から外に出掛けても大丈夫か？」

　よっぽど痛かったのか、智哉くんはちょっと涙目だ。

「うん。大丈夫だけど……それより、足、大丈夫？」

「あ？　ああ……このくらいなら全然大丈夫。ちょっと外に出よう」

　智哉くんはそう言うと、席を立った。私も釣られて席を立つと、姉はテーブルの上の空いた器を下げ始めた。

「片付けておくから、行っておいで。私、もしかしたら先に休んでるかもだから、戸締まりだけはきちんとしておいてね」

「一花もそう言ってるから、ちょっと出よう。鍵、取ってこいよ」

　どうやら出掛けることが確定してしまったようだ。外で話をするって、一体何の話だろう。

「お姉ちゃん、片付けさせてごめんね。……じゃあ、ちょっと出てくるね」

「うん。外、暗いから気をつけてね」

　姉に断りを入れると、私は自分の部屋に荷物を取りに行った。鍵とスマホ、財布が入るサイズのバッグに荷物を詰め替えると、玄関で待っている智哉くんの後を追う。

　二人で家の外に出ると、夜の帳が下りて辺りは暗闇に包まれている。この時間でも人通りが少ない住宅地だけに、夜間だと街路灯がないと本当に恐い。よくもまあ社畜時代、こんなところを夜間一人で帰宅していたものだ。

　智哉くんは先ほどのように私の右手を握ると、隣を並んで歩く。しばらく歩くと、地元の小さな神社の鳥居前に到着した。ここは小学生の頃、同じ通学班の子どもたちが集団登校時の集合場所だった。登校班のみんなが集まるまでの束の間、ここで一緒に遊んだ記憶がある。

　私が小学一年生の時、当時六年生だった智哉くんが登校班の班長で先頭を歩き、副班長だった姉が最後尾から班の児童を見守りながら通学していた。

　私は最前列の智哉くんのすぐ後ろを歩いていたけれど、歩く速度について行けず、学校に到着する頃には最後尾の姉と並んで歩いていた記憶が蘇る。

「懐かしいな。俺、小学校卒業以来ここは素通りしてたけど、らなは？」

「私は……高校、短大受験の時に、願掛けでお詣りしてたよ。今は、初詣で訪れるくらい」

「そっか……ちょっと参拝してみるか？」

　智哉くんはそう言うと神社の鳥居を潜り、参道を歩き始めるので、私も並んで歩いた。

　神社と言っても境内は狭く、祠というほうが正しいかも知れない。手水舎は水が止められているのか、洗い場に水はなく、枯れ葉が溜まっている。

　神様が祀られている祠の隅に、かつては社務所であっただろう小さな建物があり、警備保障会社のステッカーが目立つ場所に貼られている。ぐるりと見渡せば、賽銭箱の盗難防止に監視カメラも設置されており、どこかの神社がここの管理をしていることが窺える。

　私たちは並んで参道を歩き、拝殿の前にある賽銭箱の前で立ち止まった。

「たしか参拝のルールがあったよな」

　智哉くんの問いに、朧げな記憶を辿る。

「うん。たしか……二拝二拍手一拝だったかな」

「その前にお賽銭だな」

　その言葉に、私はバッグの中からお財布を取り出し、小銭入れの中から五十円玉を取り出した。それを賽銭箱の中に入れると、智哉くんもポケットから小銭を取り出して賽銭箱の中に入れた。そして、二人とも背筋を伸ばして姿勢を正し、深くお辞儀を二回して柏手を二回打つ。

　私たちは無言で願掛けをすると、どちらからともなく一礼を済ませた。

「何をお願いしたんだ？」

　参拝が終わり、智哉くんの手が再び私の手を掴む。驚いて顔を上げると、昨夜と同じくその瞳には妖艶な色香が灯っている。

「な、何って……いろいろ。そう言う智哉くんは……？」

「俺？　俺は……これからもずっと、らなと一緒にいられますようにって」

　間近でそんなことを言われ、私の身体は一気に熱くなる。暗がりの中だから、私の顔がどれくらい赤く染まっているかはわからない。けれど、全身が熱くなるくらいだから、きっと顔だけではなく耳や首筋まで真っ赤になっているに違いない。明るいところへ移動するには、少し落ち着いてからでないと恥ずかしい。

　私が赤面していることなんてお見通しなのだろう。智哉くんが繋いでいる手を引っ張り、私はバランスを崩して、思いがけず智哉くんの胸の中に倒れ込んだ。

「で？　らなはどんな願掛けしたんだ？」

　私の顔を覗き込もうとする智哉くんの視線から逃れようと、私は逆に智哉くんの胸に自分の顔を押し当て、蚊の鳴くような声で呟いた。

「……私も、同じだよ」

　私の声が耳に届いたのか、その直後、智哉くんの手が私の手から離れると、両手が背中に回されギュッと抱きしめられた。

「良かった……」

　その声が、かすかに震えているように感じた。

　しばらく抱き合っていたけれど、お互い徐に離れると、再び智哉くんが私の手を取り、歩き始めた。

「どこに行くの？」

　私の問いに、智哉くんは答えない。けれどすぐにその場所に到着した。そこは、智哉くんの自宅だ。

「今日、うちも両親がいないんだ」

　智哉くんの家は、一哉くんが結婚して家を出てからはご両親と三人で暮らしている。智哉くんの自宅に招き入れられ、そのまま智哉くんの部屋に連れて行かれると、ベッドに腰かけるよう促された。

「昨日の仕切り直しをする前に、らなにきちんと渡しておきたいものがある」

　そう言って、智哉くんは机の上に置いてある小さな箱を手に取ると、蓋を開けて私に見せた。

　それは、ダイヤモンドの両脇に小さなダイヤモンドが二つ付いた指輪だった。しかも有名ブランドの刻印が施されている。

「こ、これ……っ」

　私は驚いて声が裏返ってしまったけれど、智哉くんはそんなことお構いなしで私の前に跪くと、その指輪を箱から取り出して、私の左手薬指にゆっくりと嵌めた。

「赤ん坊の頃から知ってる子に手を出したんだ。ちゃんと責任取る覚悟がなきゃ、あんなことしない。らな、俺……らなのこと、一生大切にする。だから、俺のものになってくれるか？」

　薬指に、金属製品独特のひんやりとした肌触りがしたと思ったけれど、それはすぐに私の体温に馴染んだ。指輪はちょっとだけサイズが大きくて、油断したら指からスルリと抜け落ちそうだ。

「やっぱりジャストサイズじゃなかったか……近いうちに、サイズ直しと一緒に結婚指輪も見に行こうか」

　さっきから、これは夢なんじゃないかと思う出来事ばかり起こっている。

　小さい頃から大好きだった智哉くんからのプロポーズに、私は言葉にならなくて、感極まり頷くことしかできない。

　そんな私の様子に智哉くんはホッとした表情を見せ、再び私の指から指輪を抜き取り、箱の中にそれを戻した。

「失くさないよう、これはここに入れておく。……らな、昨日の続き、していいか？」

　断る理由なんてどこにもない。

　恥ずかしながらもぎこちなく頷くと、智哉くんはリモコンで部屋の照明を落とした。

「本当は、明るい部屋で抱きたいけど、それは追い追い……」

　智哉くんはそう言うと、私をベッドの上に横たわらせた。そして私の上に跨がると、唇に甘いキスを落とす。昨日の夜を思い出させるように、最初は優しく、そして段々と激しくなっていく。

　キスを重ねるたびに段々と羞恥心が和らぎ、もっと触れてほしくて自分から智哉くんの首に腕を回した。

　それに気付いた智哉くんが、私の服を脱がせにかかる。首筋が隠れるハイネックの服を着ているので、私にバンザイをさせると一気に服を引き抜いた。

　首元に付いた赤い痕と上半身ブラジャーだけの私の姿に、智哉くんが生唾を飲み込む音がした。両手で私の身体を優しく撫でながら、ブラジャーのホックを外し私の胸を露わにすると、その頂に吸い付いた。舌で尖端せんたんを転がしながら、反対側を指先で摘まれて、私の身体に甘い刺激が駆け巡る。

「んっ、……はぁ……あ、あぁ……っ、あっ……」

　声を抑えたくても抑え切れない。淫らな吐息と共に声が漏れると、智哉くんは今以上、私の身体に刺激を与える。

「らなの声、聞きたい。今日は誰もいないんだ。もっと乱れていい。らなの全てを見せてくれ」

　智哉くんはそう言って、私のスカートを脱がせにかかる。私は腰を浮かせると、ショーツまで一緒に脱がされた。

　一糸纏わぬ姿になり、私の全てが露わになる。

　昨日はお酒の勢いで気が大きくなっていたけど、さすがに素面では恥ずかしい。

　身体を捻り、手と足で胸元や秘めたる場所を隠そうとしても、力では敵わない。智哉くんはあろうことか私の下半身に顔を埋めると、茂みの奥にある敏感な部分を優しく舐めた。その途端、先ほどとは比べものにならないくらいの官能が全身を駆け巡り、身体が大きく跳ね上がる。

　身体の奥からじんわり甘露が溢れ出すと同時に、そこが切なく疼いた。さらに蜜壺に指を入れて、中を優しくかき混ぜながら、私の花びら奥にある芽を優しく撫でた。反対側の手は、私の身体が逃げないようにガッチリと掴んでいる。

「んんっ……ん、あ……ああっ……!!」

　智哉くんが私に触れるたび、小刻みに腰が動いている。ピンポイントで私の敏感な場所に触れるから、私の身体は自分の意思とは関係なく反応する。

　ピチャピチャと蜜壺を指でかき混ぜる水音が部屋の中に響き渡り、智哉くんはうっとりとした表情で私を見つめている。その口元は、私の蜜と唾液で濡れており、妖艶さが増している。

「すごいな……もうこんなに濡れてる」

　智哉くんは蜜穴から蜜を掬い、指を自分の口元へ運ぶと、私に見せつけるようにそれを舐め取る。そして着用していた服を自ら脱ぎ始め、下着も全て脱ぎ捨て、私と同じく裸になった。私の視線の先には、雄々しい屹立が飛び込んでくる。その先端は、智哉くん自身の分泌液で濡れている。

　ベッドの横に置かれている棚から正方形の連なりを掴むと、そのうちの一つを切り取った。それは昨日見たパッケージ――避妊具と同じものだ。智哉くんは切り離したそれの封を切り、中身を取り出すと、自身の屹立へ器用に装着していく。避妊具の入っていたフィルムをゴミ箱に放り込むと、再び私を組み敷いた。

　逆光になっていても、顔が近付いてくるとその表情が見える。いつも以上に色香を含んだ顔をしていて、私は目が離せない。

「昨日、挿れただけでらなは気絶したから、今日は気絶するなよ」

　智哉くんはそう言って、自らの竿を私の秘所へと当てがい、ゆっくりと身を沈めていく。私の中に、隙間なく智哉くんが入ってくる。智哉くんの愛撫のおかげで、私の下半身は昨日よりもスムーズに智哉くんを受け入れている。多少の痛みは感じるけれど、昨日みたいに気を失うほどのものではない。

「くっ……やっぱりまだちょっときついな。らな、痛くないか？」

　表情を歪める智哉くんは、見ているだけで辛そうだ。

「うん、大丈夫……」

　まだ二回目だからお腹に違物感こそあるけれど、昨日の今日で感じ方がこんなに違うとは思わなかった。

　昨日は激痛だった行為も、経験済みの友達やネットなどの情報によると、快感に変わっていくとのことらしい。私には経験値がないから、その情報が本当かどうかわからないけれど、智哉くんに全てを委ねようと力を抜いた。

　避妊具のゴム特有の匂いと私の蜜が混ざった匂いで部屋の中が充満している。加えてこの仄暗い照明が、昨日の行為を彷彿とさせる。

　奥まで入って身体が密着すると、一つになれた実感が湧く。膝を割られて下半身が今日よりさらに、筋肉痛になりそうだけど、それ以上に心が満たされるから、そんなことは気にならなくなりそうだ。

「昨日、この状態でらなは意識を飛ばしたから心配してたんだけど、今日は大丈夫そうだな。……ちゃんと仕切り直しするから、そろそろ動いてもいいか？」

　大好きな人が一番近くにいる。繋がった状態でそんなことを聞かれ、嫌だと言う人なんているだろうか。私は首を縦に振った。

　智哉くんはゆっくりと腰を動かし始めた。

　膣から奧まで智哉くんでいっぱいになり、最初は異物感しかなかったそこは、しっかりと智哉くんの形を記憶していく。

　徐々に痛みも感じなくなり、肌の表面から内部まで、私に触れる箇所全てが敏感になる。

「痛く……ない、か？」

　私の表情を窺いながら、気遣いの言葉をかけてくれる。

「うん、大丈夫。……智哉くんこそ、痛くない？」

　私の問いに、智哉くんは一瞬動きを止めると、次の瞬間私に覆い被さり表情を隠した。

「……めちゃくちゃ気持ちいいから心配するな」

　顔は見えないけれど、頬に触れた智哉くんの肌が心なしかちょっとだけ熱い。もしかして、照れてる……？

「何も考えられなくしてやるから」

　智哉くんはそう言って私にキスをすると、再び腰を動かし始めた。

　キスと共に私の全身を優しく撫でながら、私のいいところを探っている。

　腰の動きもゆっくり浅いところを攻められていたはずが、いつしか一番奥を突き上げるような激しいものに変わり、智哉くんの表情も余裕がなくなっている。

　部屋は二人の熱で暑くなり、お互い肌が汗ばんでいる。

　部屋の仄暗さにもいつしか目が慣れて、お互いの姿しか目に映らない。そしてお互いの肌が重なり合う音と私の蜜の絡み合う音と、お互いを求め合う声しか聞こえない。

「と……とも、や……く……っ。はぁ……ああっ……!!」

　私はすでに、名前以外のことを口にすることができないくらい、ぐずぐずに溶かされている。そして智哉くんも、私の名前以外の言葉を口にしない。

「らな……らな……っ!!」

　智哉くんの動きが、それまで以上に激しくなると、私も高みに登っていく。段々と目の前が白くなり、自分が自分でなくなりそうで、恐怖のあまり言葉にならない声をあげると同時に私の身体が痙攣する。それでも智哉くんは動きを止めず、最後に思いっきり私の身体に自身の杭を打ち付けると、私の中でひと際その存在を大きくしたかと思いきや、自身の欲を何度も解き放った。










エピローグ











　智哉くんが私の中で果てたことまではなんとか覚えているけれど、それ以降は記憶がない。

　目が覚めると、智哉くんの顔が視界に飛び込んできた。しかも超ドアップで、腕枕までされている。

　びっくりして飛び起きそうになっても、反対側の腕と足が私の身体に巻き付いているせいで、身動きがとれない。一体、今は何時だろう。今日は我が家も両親が不在とはいえ、姉は在宅している以上、朝帰りになるのはさすがに気まずい。

　私が目覚めたことに気付いたのか、智哉くんの手が私の身体から離れ、私の頬を撫でた。

「気が付いたか？」

「うん……今、何時？」

　智哉くんが今まで以上に甘くて、なんだかくすぐったい。

　肌を重ねた後だからか、今まで以上に優しい目をした智哉くんの表情を見ると、余計にそう感じてしまう。

　寝返りを打とうとすると、私の身体をギュッと抱きしめて動けなくなる。そしてとんでもないひと言を放った。

「何時だろうな。でもまだ日は変わってないぞ。今日は泊まって行くだろう？」

「え？　何言ってるの？　お泊まりは、家にお姉ちゃんが帰ってるんだしさすがにダメに決まってるでしょう？」

　本当に何を言ってるのだろう。

「プロポーズを承諾したんだから、婚約は成立してるんだぞ。外泊しても後ろめたいことなんて何もない」

「いや、そういう問題じゃなくて……」

「じゃあどういう問題だ？」

　何を言っても聞く耳を持たない智哉くんを納得させるのは至難の業だ。姉があんな風にズケズケとものを言うようになる理由が、これでようやく納得いく。

「……嫁入り前だからこそ、ご近所さんの目が気になるの。昨日、智哉くんだってお泊まりせずに帰ったでしょう？　それに、明日……米森さんの前で、普段通りに振る舞う自信がないし……」

　蚊の鳴くような声で呟く私に、智哉くんは仕方ないと溜め息を一つ吐いた。

「まあな……あんなところ見られたら、そう思うよな。……でもな、俺の気持ちはあいつにバレてるから、今さらなんだよな」

　聞き捨てならない言葉に私は顔を上げると、智哉くんは不敵な笑みを浮かべている。

「だから細かいことは気にしなくていいぞ」

「な……っ、ちょ、……え？」

「だから、俺が公私混同してらなを採用した時点で、俺の気持ちはとっくに理生にバレバレなんだよ。ようやくくっついたって思ってるか、手を出すのが早すぎるって思ってるかは知らないけど、どっちにしろ、そういうことだ」

　その時、夕方事務所で顔を合わせた米森さんとのやりとりが脳裏をよぎった。

「もう……やだ……」

　恥ずかしさのあまり私は寝返りを打ち、表情が見えないよう両手で顔を覆った。すると、背中に智哉くんの体温を感じたかと思うと、直後にギュッと抱きしめられた。

「もう、逃してやらないよ。らなは俺のものだからな」

　耳元で囁く声に私が無言で頷くと、智哉くんは私の抱擁を解いた。

「一方的に俺の意見を押し付けてばかりいたら、嫌われるな……あ、そうだ。らな、シャワー浴びるか？　とりあえず、これ着てろ」

　そう言ってベッドから起き上がり、クローゼットから大きめなＴシャツを取り出し私に手渡すと、先に部屋を出た。

　私はゆっくりと身体を起こし、受け取ったＴシャツを頭からかぶった。それは多分智哉くんが着用しても、ちょっと大きめなものだから、私が着用すると当然のことながらサイズが合っておらず、袖口は肘にかかるくらい長く、裾はミニ丈のワンピースみたいだ。例えるなら、親の服を着た子どもみたいで、苦笑いしか浮かばない。

　部屋の中には、先ほどの行為で生々しい匂いが充満しており、私はベッドから降りると部屋の換気をしようと遮光カーテンを開け、レースのカーテンはそのまま閉めた状態で窓を開けた。

　それから先ほど脱がされた服をかき集めた。やっぱり下半身には昨日のような違物感が残っている。それに加えて、蜜で濡れた箇所がベタベタしている。先ほどたくさん愛された証拠だけど、なんだか生々しくて恥ずかしい。お風呂を借りたら、早く綺麗に洗い流したい。

　服と荷物を持って部屋から出ると、智哉くんが冷蔵庫から冷たいお茶をグラスに注いでそれを飲んでいるところだった。

「らな、喉の調子どうだ？　ちょっと声が嗄れてるから、風呂入る前に飲むか？」

「ありがとう。……言われてみればちょっとおかしいかも」

　私の返事に、智哉くんは今使ったグラスを軽く洗い、再びお茶を注ぐ。私は荷物と服をダイニングチェアの上に置くと、注がれたグラスのお茶をこぼさないように受け取り、口を付ける。思いの外喉が渇いていたようで、お茶を一気に飲み干した。

「シャワー浴びたら、送っていく」

　私を浴室へ案内すると、智哉くんは部屋へと戻って行く。私は手早くシャワーを済ませ、今日着ていた服を身につけた。服を着る時に、首元以外の場所にも痕がつけられていることに気付き、人目に付かない場所とは言え、本当に自分が智哉くんのものになったんだなと改めて思った。

　嬉しいようなくすぐったいような気恥ずかしさで、身体が熱くなる。

　着替えを済ませ、リビングに顔を出すと、支度を済ませた智哉くんが待っていた。

「忘れ物はないか？　まあ、あっても明日渡すから」

　そう言って私の手を握ると、私の家へと再び向かった。

「おじさんやおばさんにも、俺の気持ちは随分前に伝えているから、らなは何も心配することはない」

　唐突なカミングアウトに、昨日からいろいろ驚きの連続でどう反応すればいいのかわからない。でも、この手の温もりは、小さい頃からずっと変わらない。

「明日からも、いつもと変わらず俺に愛されていればそれでいい。だから、よそ見せずにこれからも俺だけを見てろよ？」

　本当に、昔から智哉くんは私にだけ甘い。

　その甘さは、きっとこれからも変わらない――
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この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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